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はじめに 

 

本プロジェクトは、マンガ分野における今後の研究ないし文化振興のための諸施策を検討する上でそ

の貴重な原資料ともなる既存のインタビュー等記録（映像や音声、文字おこし等）について、将来的に

より広く共有し有効に利活用できる仕組みを整える事を目的に実施するものである。 

本プロジェクトの企画前段階においては、昨年度より実施されているアニメーション分野関係者への

オーラルヒストリー・テストケースで得られた知見の検証およびアーカイブを目的に、マンガ分野でも

作家や編集者などへのオーラルヒストリーを実施するのが良いのではないかと検討されていた。 

しかし、6 月 17 日に開催されたマンガ分野関係者によるブレスト会議の際に出た意見としては、アニ

メーション分野ではそもそもインタビューの実施や記録の蓄積が少ないということが背景があってのこ

とであったが、マンガ分野では既に数多くのインタビューや講演などが各所でなされており、記録デー

タは相当数蓄積されている状況にある。むしろ問題はそれらが単に記録してあるに留まるものがほとん

どで、貴重な財産ともいうべき記録資料が効果的に利活用されていない点にあるという。 

そこでマンガ分野においては、そうした関係者からの意見を参考に、新規でのインタビュー実施では

なく、各地の所蔵館や大学、その他機関などで既に実施されたインタビューや講演記録を将来的に有効

活用していくための枠組み整備を目標に、今年度はその足掛かりとしていくつかの所蔵館を対象に既存

インタビューの記録状態や公開の許諾状況などの実態調査を行い、枠組み検討にあたっての各種情報を

収集整理することから始めることとなった。 

尚、調査対象館は、米澤嘉博記念図書館と京都国際マンガミュージアムの２館を予定していたが、プ

ロジェクト開始のタイミングが年度後半となったことや調査実施体制が整わなかったことなどが重なり、

今年度は京都国際マンガミュージアム 1館のみとなった。 

結果的に１館のみでの実施となったが、京都国際マンガミュージアムは、マンガに関するイベントや

講演などが多数開催され記録も相当数蓄積されているため、今後の利活用に向けてのスキームを検討す

る際の諸サンプルや課題の洗い出しを行うにあたって、良き対象であると言えよう。 

 

 調査の内容は、以下に紹介する実施メンバーによる報告書（第 1 章以降）にて詳細にまとめられてい

る。 

 

調査実施期間 

2012 年 11 月～2013 年 3 月 

  

実施メンバーの紹介 （所属は 2013 年 3 月時点のもの） 

監修：  

吉村 和真（京都精華大学マンガ学部准教授／京都精華大学国際マンガ研究センター 

       センター長） 
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調査担当者： 

    伊藤 遊（京都精華大学国際マンガ研究センター 研究員） 

    小川 剛（京都精華大学国際マンガ研究センター 研究員） 

2



   

第 1 章 背景と目的 

 

マンガ研究の盛り上がりと研究素材としての「声」 

2000 年代以降、「日本マンガ学会」の設立（2001 年）をはじめ、アカデミズムにおける「マンガ研究」

が盛り上がりを見せ、一定の成果を出しつつある。そうしたことを背景に、マンガ研究に必要な素材の

組織的かつ継続的なアーカイブ化が求められている。約 30 万点のマンガ関連資料を収蔵する「京都国際

マンガミュージアム」（2006 年開館）や、「東京国際マンガ図書館」（2014 年開館予定）は、そのような

要請に答える形で構想されている。 

 一方、作者や編集者など、マンガ作品に携わる人々による証言が、マンガ研究にとって重要な研究素

材であることも、近現代史研究におけるオーラルヒストリーや社会学におけるライフヒストリー、ライ

フストーリー研究を持ち出すまでもなく明らかである。だが、そうした「声」のアーカイブは、関係者

の世代を考慮すればそれほど時間の猶予はないにもかかわらず、およそ十分とは言えない。マンガ研究

の基盤を固めるためにも、これらの声を組織的かつ継続的に収集、保存し、公開していくことが求めら

れている。 

 

既存の「声」を集める 

 マンガ関係者の証言を収集するにあたって、組織的なインタビュー調査を改めて行うというのは、確

かにひとつの方法として有効である。しかしながら、そのためには、膨大な時間とコストが必要である

ことも想像に難くない。 

 しかし、実は、こうした「声」はすでに発信・記録されているのである。マンガ文化の成熟によって、

マンガファンたちは、マンガ作品それ自体だけでなく、作者や編集者らの言葉を含めた作品のコンテキ

ストにも大いに関心を持つようになった。そうしたマンガファンの要望に答えるように、近年、マンガ

関係者が出演する講演会やトークショーなどのイベントが急増している。京都国際マンガミュージアム

のように、こうしたイベントを開催しやすいマンガ関連文化施設が増えつつあることも、理由のひとつ

だろう。 

 これらのうち、多くのイベントでは、録画や録音といった形で記録されているケースが多いと思われ

る。したがって、関係者の声をアーカイブするにあたっては、新たなインタビューを実施するよりも、

こうした既存の声を集約し、参照できる形で公開を目指す方が生産的であろう。 

 

報告書の目的 

 本報告書の目的は、上記のような方針での本格的なアーカイブ化に先立つ形で、マンガ関係者の「声」

がどのような形式や媒体で記録されているのかを調査して、現状を把握すると同時に、今後アーカイブ

化する上での課題などをサンプリングすることである。 

 今回、サンプル調査の対象としたのは、前出の「京都国際マンガミュージアム」である。同館は、併

設されている「京都精華大学国際マンガ研究センター」におけるマンガ研究やマンガ関係者とのネット

ワークをベースに、開館以来数多くのマンガイベントを企画し、実施してきた。 

 マンガイベントをリスト化するにあたっては、「マンガ関係者」を、マンガ家や編集者など直接その生

産に関わった者だけに限定せず、マンガ評論家や研究者らが出演するイベントも視野に入れた。また、「マ
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ンガ関係者」と述べる時の「マンガ」は、フランスのバンド・デシネなど海外の対象はもちろん、アニ

メーションや絵本、イラストなども含めた広義の意味で解釈している。 

 

 

 

4



   

第 2 章 既存インタビューの所在調査およびその整理 

 

2-1．目録作成と既存インタビューのサンプル調査 

 

2-1-1．既存インタビュー目録の項目作成にあたって 

 これまで蓄積されているマンガ関係者の証言（以下、「既存インタビュー」）をアーカイブ化するにあ

たって、その目録のサンプルを作成した。アーカイブの目録は、アーカイブが公開された際、利用者が

最初に触れるインターフェイスである。それゆえ、目録の項目には、利用者の要望が反映されているべ

きだろう。内容が参照できるのはもちろんのこと、このアーカイブを活用するにあたって、利用者が実

際にどのような作業を求めるかを想定できる項目が必要となる。 

 目録の項目を考える上で念頭に置いたのは、 

１） イベント出演者／インタビューイが、自身の肖像や声が公開されることをどこまで了承 

しているか 

２） イベント等に登場する著作物（マンガ作品・音楽・出演者による提示資料等）の著作権 

がどこまで処理されているか 

ということである。この 2 点こそが、アーカイブ化された記録を活用する際、実務的に利用者が解決し

なければならない重要な作業であり、関心の集中するところであろう。 

 マンガを扱うことの困難は、この文化が、現在も“生きている”ポピュラーカルチャーであるという

ことである。ここでの文脈で言い換えれば、関係者が存命であり、扱われる著作物についても“現役の”

商品であるため、そこで発生する権利について、細心の注意を払う必要がある。このアーカイブプロジ

ェクトの肝は、眠っている「声」を掘り起こすだけでなく、それらを活用する際、こうした権利処理を

スムーズに実施できるようにすることにある。 

 

2-1-2．既存インタビュー目録各項目の解説  【別紙 1-1】 

今回作成した目録は、そのすべての項目が公開されることを想定して作成した。 

 

【１】インタビュー・講演の概要 

イベント・インタビュー等の内容を知ることができる項目群。 

・ 形式：  

選択項目である「インタビュー」と「講演／トークショー」（＝公開インタビュー） は、前者がクロ

ーズドな形で、後者がオープンイベントとして行われたことを示す。 

・ 日時  

・ 場所  

・ イベントタイトル 

・ 話し手の氏名［肩書］：  

「肩書」は、原則的には、イベント等の主催者が当時付けたものを採用。 

・ 主催・共催など 

・ 内容：  
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キーワードや内容分類を作ると言う案もあったが、あらかじめそうしたものを作成すると（リスト

の制作者だけでなく、利用者も）、後々それらに縛られる可能性もあるため、却下した。検索される

キーワードとしては、上記「イベントタイトル」や「話し手の氏名」がさしあたり機能すると判断

し、ここでは、イベント等の告知や報告が載ったウェブページへのリンクに留めた。 

・ 問合せ先〔担当者〕 ： 

目録の項目はすべての情報を網羅するわけではない。ゆえに、既存インタビューを活用するにあた

っては、それを担当した担当者にアクセスすることが最初の一歩かつ最も重要なステップとなる。 

 

【２】記録の公開・利用について 

インタビューの記録（①～④）および参考資料（⑤）を活用する上で必要な情報を、「2-1-1．」で述べ

たように、「イベント出演者／インタビューイが、自身の肖像や声が公開されることをどこまで了承して

いるか」、「イベント等に登場する著作物（マンガ作品・音楽・出演者による提示資料等）の著作権がど

こまで処理されているか」という 2 つの視点から項目化した。 

「素材の種類」（①～④）に関しては、それらが編集されているか／されていないかに分類し、「主催

者による素材の所蔵」、「出演者の公開同意」の有無がわかるようにしたうえで、「公開済みの場合のメデ

ィア等」欄を設けた。インタビュー時に登場するマンガ作品・音楽・出演者による提示資料等の「参考

資料」（⑤）に関しては、「主催者による素材の所蔵」、「著作権者による公開同意」の有無がわかるよう

にしたうえで、「公開済みの場合のメディア等」欄を設けた。 

 

・ ①映像記録 

・ ②音声記録 

・ ③写真記録 

・ ④文字おこしテキスト： 文字おこしテキストの扱いに関しては、後述（「2-2．」）。 

・ ⑤参考資料 

 

【その他】 

・ シート No.：  

最初の 4 ケタはインタビューの実施年（年度ではない）。「KMM」は「京都国際マンガミュージアム」

あるいは「京都精華大学国際マンガ研究センター」が主催で行われたイベントであることを示す記号

だが、同ミュージアム／センターのように、数多くの既存インタビューの蓄積があるところには、こ

のような記号を発行する。最後の 3 桁は、「KMM」における通し番号（数字は実施年によってリセッ

トされる）。 

・ 目録の最終記録年月日および記入者：  

特に「【２】記録の公開・利用について」の内容に関しては更新されることが想定できるが、そこに

記入された最新情報がいつの時点のものであるかは重要である。また、記入者（「問合せ先」の「担

当者」であることが理想的。）も重要な情報。 

 

2-1-3．京都国際マンガミュージアムにおける既存インタビュー調査実施結果 【別紙 1-2～18 参照】 

 京都国際マンガミュージアムあるいは京都精華大学国際マンガ研究センターが、2012 年度（2012 年 4
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月～2013 年 3 月）に主催した講演・インタビュー等に関して、上記目録に当てはめる形でまとめる調査

を実施した。 

 対象となったのは 17 件。そのすべてが、クローズドな形で行われた「インタビュー」ではなく、オー

プンイベントとして実施された「講演／トークショー」等であった。 

 ほとんどの場合で映像記録が存在するが、公開の許可をあらかじめ出演者にとっているというケース

は稀である。これらの記録は「内部資料」としての扱いになっているが、実際には、内部で活用された

こともほとんどない（まったくないというわけではなく、同館研究員が展覧会のテキストや依頼記事を

書く際に、これらの記録を参照するというケースも過去に何件かあった）。 

 公開の許可をあらかじめとっているケースの大半は、イベントを U-STREAM 等で同時中継すること

が決まっている場合である。これらの多くは、そのまま映像記録として、インターネット上に残ってい

る。こうしたケースは年々増加の傾向にあるが、出演者に断られたことはほとんどない。一方、例えば、

「小池一夫トークショー キャラクターマンガの神髄」（シート No.2012003KMM）がそうであるように、

出演者の希望によって、一部は中継されても、一部は許可されないというケースもあった。許可されな

かったのは、実物投影機で提示しながらマンガ作品を解説するというパートで、著作権に配慮した結果

である。 

 ちなみに、京都国際マンガミュージアムでは、イベントにおいてマンガ等の印刷著作物を実物投影機

等で提示することは、権利処理する必要ないと解釈をしている。一方、イベントで音楽を流す際には、

原則的には、あらかじめ JASRAC に届けている。しかし、そもそも、マンガ作品の画像や音楽などが記

録されたイベントの音声・映像が二次活用されるという想定はほとんどしていないようだ。そのことは、

「⑤参考資料」欄の「著作権者による公開同意」がほとんど取られていないことからもわかる。 

 

 

 

2-2．文字おこし記録の作成について 

 

2-2-1．文字おこし記録の作成にあたって 

 インタビューや講演等の記録に関しては、もちろん一次記録である映像や音声が参照できることは重

要だが、学術研究の分野においては映像からの引用の作法が確立していないことや、内容確認する際の

手軽さといった理由から、文字おこしされた記録も存在することが理想的である。もちろん、改めて文

字おこし記録を作成するのは、膨大なコストがかかるだろう。 

ここでは、今後、費用対効果を測る上での実験として、「レジス・ロワゼル×エマニュエル・ルパージ

ュ フランス・コミックスの世界」（シート No.2012013KMM）をサンプルに、そこでの音声を文字おこ

ししたうえで、編集するという段取りで行った。 

 

2-2-2．文字おこし記録のサンプル作成 

①音声の「ベタおこし」 【別紙 2-1】 

 文字おこし記録を作成するにあたっての最初のコストは、いわゆる「ベタおこし」のための費用であ

る。この作業に関しては、専門業者へ外注した。このイベントは、ゲストがフランス語スピーカーであ

ったため、逐次日本語の通訳が行われた。今回のベタおこしにおいては、この日本語部分だけを対象に
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したので、文字おこしがなされたのは、約 2 時間のイベントのうち 1 時間 4 分で、費用にすると 19,500

円であった。 

 

②「ベタおこし」の編集 【別紙 2-2】 【別紙 2-3】 

 もっとも、ベタおこしだけでは、文字記録として十全に機能させることは難しい。話しことば特有の

省略や冗長部分を、補完したり削ったりしつつ、提示されていたヴィジュアル資料を挿入し、場合によ

っては話を入れ替えたりといった「編集」が施されることで、はじめて文字記録として自己完結した資

料となる（※）。この作業には、ベタおこし以上に時間を要する場合もあるが、それをするためには、内

容に精通している必要もある。その意味では、イベントに立ち会い、その場の空気も体感しているイベ

ント企画者・担当者が編集者になることが理想的であろう。 

ベタおこしの編集は、文字数の目安を決めておくとやりやすい。今回は、約 16,000 字あったベタおこ

しを、半分の約 8,000 字にするという設定を課した。 

 今回サンプルとして選んだイベントにおいては、出演作家が、「講演」に近い形で想定した発表資料を

用意していたこと、司会者が出演作家の「講演」にほとんど介入せず、ライブ感を尊重する「対話」を

禁欲したこと、といった理由によって、実際にはベタおこしの編集に時間をかける必要はあまりなかっ

たが（それでも計 6 時間以上を費やした）、すべての講演やインタビュー等をこうした形で文字記録資料

に変換するのは、やはり現実的ではないだろう。 

今回の既存インタビュー調査の対象 17 件のうち 12 件のイベントに関しては映像記録が残っているが

（映像記録をとっていない 5 件は、マンガミュージアム以外の会場である。マンガミュージアムにおけ

るイベントは原則的に映像記録がとられている。）、文字おこしされたのは、今回のサンプル 1 件のみで

ある。テキスト化されたものの需要に比して、文字おこしに費やされるコストが高すぎる、というのが

その主な理由である。また、イベントの内容としてライブペインティングのような動きのあるものが少

なくないとか、特に最近は過去のイベントが Youtube 上にアーカイブされているといったことも大きな

理由として挙げられるだろう。 

 USTREAM や Youtube といったテクノロジーの一般化によって、一次資料としての映像、音声のアー

カイブ自体に関しては、個人や各施設の自助努力で対応することが可能になっている。一方、もちろん

合わせて存在することが理想的だが、コストのことを考えると、すべてのイベント／インタビューの（編

集された）文字おこしデータをその都度作成していくことは現実的ではない。 

まずは、マンガ関係者が出演するイベント／インタビューを主催する個人・団体それぞれが、映像な

いしは音声での記録（マンガというヴィジュアルメディアに関わるイベント／インタビューなので、映

像であることが望ましい。）とそのアーカイブの努力を始めるべきであろう。 

次の章では、既存のものを含め、そうした映像・音声やそれらの情報のアーカイブを活用するための

枠組みをどのように作っていったらよいか、ということについて述べたい。 

 

※ 参考として、2006 年 12 月 16 日に京都国際マンガミュージアムで行われたイベント「マンガと人類

学」第 2 部「諸星大二郎の神話世界」（出演：諸星大二郎／呉智英）のベタおこし（未公開）【別紙 3－1】

と、それを、イベント担当者であった調査者（伊藤）が編集したテキストの掲載された『文藝別冊 諸

星大二郎 異界と俗世の狭間から』（河出書房新社、2011 年）該当ページ【別紙 3－2】を付す。読み物

としての読みやすさを出すために、ベタおこしのテキストをかなり編集していることがわかるだろう。

8



   

第 3 章 既存インタビューの活用枠組みの構想および今後の課題 

 既存インタビューを広く活用する枠組みを作るには、既存インタビュー（の情報）の整理と、それら

を二次活用するための権利処理という、大きく二つの問題をクリアする必要がある。 

 

 

3-1．既存インタビュー（の情報）の整理をめぐる今後の課題 

 

 既存インタビューを活用するにあたって最初に行うべき作業は、それらが、どこに、どのような状態

で存在しているのかについての情報収集を行うことである。その収集と公開においては、今回作成した

目録を採用することができるだろう。この目録は、特別なメンバーシップがなくとも、誰もがアクセス

できるウェブサイト等で一般公開されることを想定して作成している。 

 一方、既存インタビュー（のデータ）それ自体を、一ヶ所に集中的に収蔵させるかどうかは、今後検

討していく必要がある。進め方としては、以下のようなパターンが考えられるだろう。 

Ａ）インタビューデータも収集し、一定の手続きを踏めば誰もが利用できる形に整理・公開する 

Ｂ）インタビューデータも収集し、メンバーシップを有する個人・団体のみ利用できる形に整理する 

Ｃ）インタビューデータは収集せず、その所在目録のみ公開する 

 Ａ）は、音楽で言えば、JASRAC のような団体や仕組みを作る場合と近いだろう。簡単な手続きと一

定の金額を払えば誰でも利用できるシステムは、利用者にとっては非常に高い利益がある。ただ、そう

したシステムを構築するためには、相当のコストがかかることは想像に難くなく、現実的ではない。ま

た、音楽と違って、「著作者」が確定しにくいインタビュー記録の場合、費用を徴収し、それを分配する

ルールを確立しにくいため、単純に JASRAC と同じ仕組みを作ればいいというわけでもない。 

 B）は、A）よりは現実的な案である。ただし、膨大なインタビューデータをどのようにデータベース

化して管理していくか、といった別の問題が発生するだろう。 

 C）は、既存インタビューの目録のみ一般公開し、それをみて関心を持った個人・団体が、それぞれ、

インタビューデータを所蔵しているところに連絡し、交渉するというパターンである。このパターンは、

インタビューを活用したいという利用者の作業負担が大きいが、仕組みを作るうえでコストも低く、実

現可能性も高い。 

「2－2－2．」でも述べたように、現在は、USTREAM や Youtube などの一般化によって、イベント／

インタビューの映像・音声データを、主催者が各自で公開していくこと自体は難しいことではなくなっ

ている。この映像・音声データをあえて一ヶ所に集めることは、コスト的なことを考えても、あまり意

味はないだろう。 

重要なのは、どこでどのような映像・音声データが収集あるいは公開されているのか、といった情報

の収集・管理・公開と、それら映像・音声データを主催者各自が公開するにあたってのルール作りとそ

の共有である。前者については、今回提案した「既存インタビュー目録」を、イベント／インタビュー

主催者と共有することで対応可能だろう。後者に関しては、以下に述べる。 
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3-2．既存インタビューを二次活用するための権利処理をめぐる今後の課題 

 

 繰り返し述べてきたように、既存インタビューを二次活用するためには、「イベント出演者／インタビ

ューイが、自身の肖像や声が公開されることをどこまで了承しているか」、「イベント等に登場する著作

物（マンガ作品・音楽・出演者による提示資料等）の著作権がどこまで処理されているか」という二点

の問題をクリアする必要がある。 

 この権利処理を誰が行うのか、というのが、既存インタビューを広く活用する枠組みを作るために考

えるべき二つ目の課題である。 

 パターンとしては、 

a）講演やインタビュー等の主催者 

b）既存インタビュー（情報）の収集・管理者 

c）既存インタビューを活用したい利用者本人 

の 3 つが考えられる。 

 a）が可能となるのであれば理想的である。少なくとも、今後実施される講演・インタビューに関して

は、それらが二次利用されることをあらかじめ想定した上で、出演者やインタビューイに許諾をもらっ

ておくことは可能であろう。そのための許諾書類の共通フォーマットや、既存インタビューの利用希望

者からの問い合わせの対応に関する共通のルールブックを作成することが、このプロジェクトの次のス

テップとなろう。 

 b）は、上記「3-1．」の「A）」のパターンを考えた時と同じ理由で、実現性のハードルが高い。 

 c）は、利用者の負担は大きいが、最も現実的なパターンではある。今回提案した目録の項目が採用さ

れるのであれば、少なくとも、何が処理されるべき問題なのかはわかるようになっている。 

 

 

3-3．コンソーシアム構想の中に既存インタビュー活用の枠組みをどのように組み込むか 

 

 そもそも、第 2 章で検討したような既存インタビューに関する情報を収集・整理・公開といった作業

を継続的に行うのは誰なのか？あるいは、インタビューデータそのものを収集し、その権利処理を行う

可能性があるとしたのは、誰を想定してのことだったのか？ 

 また、インタビューデータは誰でも二次活用できるのか？そうでなければ、これらのデータにアクセ

スできるメンバーとは誰なのか？ 

 ここで、マンガに関するコンソーシアムの理想像についての私見を、参考意見として述べておきたい。 

 コンソーシアムの目的は、マンガ研究に関わる研究者や評論家、教員や学生だけでなく、漫画家の記

念館やマンガ関連施設を設置している地方自治体、さらに、マンガ作品を生産・流通・販売する出版社

や個別の漫画家など、すなわち「学」「官」「産」が緩やかにネットワークを構築することで、それぞれ

の活動の利便性を高めることにあると言えよう。そうした中で、関係者の「声」を収集・公開していく

ことは、あるいはそのための方法や環境を整備していくことは、その目的を達成するための着実な一歩

になることはまちがいなく、マンガ文化全体の底上げを果たすためにも有効なプロジェクトであろう。 

 ただし同時に、その実現のためには、繰り返し指摘する権利処理の課題をはじめ、「産」「官」「学」と

いう別の立場ゆえに、単純に利益が一致しない局面が表れることも容易に想定される。しかしそれでも、
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一見するとその「今は一致しない局面」を超えたレベルで「将来どう繋がるか」を問い続けること自体

に、コンソーシアムの根幹的な可能性があるとすれば、まず何より、このプロジェクトに着手すること

が求められる。 

今回の「既存インタビューの所在調査と利活用に向けた枠組みの検討」はその一つの具体的な取り組

みであり、本報告書はその記録である。以後の発展的な活動と継続的な記録に向けた叩き台として活用

されることを願う。 

 

 

11



【別紙　1-1】　　　　　

未編集

編集済

未編集

編集済

未編集

編集済

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無

⑤参考資料（マンガ作品・音楽等・出
演者による提示資料等）

出演者の公開同意 公開済みの場合のメディア等

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無

シートNo.：

【１】　インタビュー・講演の概要

年　月　日時点　〔記入者：　　　　　　　〕

形式

話し手の氏名［肩書］

・インタビュー　　　・講演／トークショー　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

場所

日時

③写真記録

内容

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無

②音声記録

主催・共催など

①映像記録

有　　　　無

【２】　記録の公開・利用について

素材の種類
主催者による素材

の所蔵

問合せ先〔担当者〕

イベントタイトル

有　　　　無

有　　　　無

④文字おこしテキスト
有　　　　無

有　　　　無

主催者による素材
の所蔵

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無

著作権者による公
開同意

公開済みの場合のメディア等

有　　　　無
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【別紙　1-2】

未編集

編集済

出演者の公開同意 公開済みの場合のメディア等

有　　　　無

有　　　　無

シートNo.：2012001KMM

マンガカフェ 16　「ヴィレッジヴァンガード」のマンガ担当さんに聞く！

主催：アートエリアB1　共催：大阪大学21世紀懐徳堂／京都精華大学国際マンガ研究センター　企
画協力：大阪大学コミュニケーションデザイン・センター／NPOダンスボックス　協力：NPOダンス
ボックス法人recip

【１】　インタビュー・講演の概要

2013年3月15日時点　〔記入者：イトウユウ（IMRC）〕

形式

話し手の氏名［肩書］
大岩強志［「ヴィレッジヴァンガード」京都三条店店長］／伊藤遊［京都精華大学国際マンガ研究セ
ンター研究員／カフェマスター］／金水敏［大阪大学大学院教授］

・インタビュー　　　・講演／トークショー　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

場所

日時

内容

有　　　　無

有　　　　無

主催・共催など

イベント告知ページ（http://21c-kaitokudo.osaka-u.ac.jp/events/2012/5094）参照

①映像記録

2012年4月15日（日）19：00～21：00

【２】　記録の公開・利用について

素材の種類
主催者による素材

の所蔵

アートエリアB1

問合せ先〔担当者〕 京都国際マンガミュージアム〔イトウユウ〕

イベントタイトル

未編集

編集済

未編集

編集済

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無

⑤参考資料（マンガ作品・音楽等・出
演者による提示資料等）

有　　　　無

③写真記録

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無

②音声記録
有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無

④文字おこしテキスト
有　　　　無

有　　　　無

主催者による素材
の所蔵

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無

著作権者による公
開同意

公開済みの場合のメディア等

有　　　　無
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【別紙1-3】

未編集

編集済

2012年4月22日（日）14：00～16：00

【２】　記録の公開・利用について

素材の種類
主催者による素材

の所蔵

京都国際マンガミュージアム　多目的映像ホール

問合せ先〔担当者〕 京都国際マンガミュージアム〔倉持佳代子〕

イベントタイトル

主催・共催など

・インタビュー　　　・講演／トークショー　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

場所

日時

イベント報告ページ（http://imrc.jp/lecture/2012/04/post-11.html）およびイベント告知ページ
（http://www.kyotomm.jp/event/evt/manga_cooking_no5.php）参照

①映像記録

【１】　インタビュー・講演の概要

2013年3月15日時点　〔記入者：イトウユウ（IMRC）〕

形式

話し手の氏名［肩書］ うえやまとち［マンガ家］／吉村和真［京都精華大学准教授］

内容

有　　　　無

有　　　　無

シートNo.：2012002KMM

USTREAM
（http://www.ustream.tv/recorded/22034575、
http://www.ustream.tv/recorded/22035686）

うえやまとちのマンガクッキング　5杯目

主催：京都国際マンガミュージアム

出演者の公開同意 公開済みの場合のメディア等

有　　　　無

有　　　　無

未編集

編集済

未編集

編集済 有　　　　無

著作権者による公
開同意

公開済みの場合のメディア等

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無

京都精華大学国際マンガ研究センターウェブ
サイト
（http://imrc.jp/lecture/2012/04/post-
11.html）

有　　　　無
④文字おこしテキスト

有　　　　無

有　　　　無

②音声記録

③写真記録

有　　　　無

主催者による素材
の所蔵

うえやまとち『クッキングパパ』（講談
社モーニングKC）複数巻

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無

⑤参考資料（マンガ作品・音楽等・出
演者による提示資料等）

有　　　　無

有　　　　無

有（一部）　　無
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【別紙1-4】

未編集

編集済

未編集

出演者の公開同意 公開済みの場合のメディア等

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無

シートNo.：2012003KMM

USTREAM（第一部のみ）
（http://www.ustream.tv/recorded/22180272）

小池一夫トークショー　キャラクターマンガの神髄

主催：京都精華大学国際マンガ研究センター／京都国際マンガミュージアム

【１】　インタビュー・講演の概要

2013年3月15日時点　〔記入者：イトウユウ（IMRC）〕

形式

話し手の氏名［肩書］
小池一夫［マンガ原作者］／大西祥平［マンガ評論家／京都精華大学マンガ学部教員］／吉村和
真［京都精華大学准教授／司会］

・インタビュー　　　・講演／トークショー　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

場所

日時

内容

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無

主催・共催など

イベント告知ページ（http://www.kyotomm.jp/event/evt/talkshow_koikekazuo.php）参照

①映像記録

2012年4月28日（日）14：00～16：00

【２】　記録の公開・利用について

素材の種類
主催者による素材

の所蔵

京都国際マンガミュージアム　多目的映像ホール

問合せ先〔担当者〕 京都国際マンガミュージアム〔イトウユウ〕

イベントタイトル

未編集

編集済

未編集

編集済

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無

⑤参考資料（マンガ作品・音楽等・出
演者による提示資料等）

有 無

③写真記録

有 無

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無

②音声記録
有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無

④文字おこしテキスト
有　　　　無

有　　　　無

主催者による素材
の所蔵

小池一夫、本宮ひろ志「空中不動産
屋」『月刊漫画　男』創刊号（オハヨー
出版、1978年、pp.1-49）ほか複数小
池作品コピー

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無

著作権者による公
開同意

公開済みの場合のメディア等

有　　　　無
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【別紙1-5】

2012年6月1日（金）／2日（土）／3日（日）

【２】　記録の公開・利用について

素材の種類
主催者による素材

の所蔵

（1日目）神戸大学　瀧川記念学術会館　（2日目／3日目）京都国際マンガミュージアム　多目的映
像ホール

問合せ先〔担当者〕 京都国際マンガミュージアム〔應矢泰紀〕

イベントタイトル

主催・共催など

・インタビュー　　　・講演／トークショー　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

場所

日時

イベント報告ページ（http://www.japan-subculture.com/manga_worlds/report.html）およびイベント
告知ページ（http://www.japan-subculture.com/manga_worlds.html）参照

【１】　インタビュー・講演の概要

2013年3月15日時点　〔記入者：イトウユウ（IMRC）〕

形式

話し手の氏名［肩書］ ジャクリーヌ・ベルント［京都精華大学教授］ほか

内容

シートNo.：2012004KMM

You Tube（http://www.japan-
subculture.com/manga_worlds/videos.html、
http://www.youtube.com/watch?v=BMisxzV54l
c、
http://www.youtube.com/watch?v=YHXXhQBJ
EY8

第4回国際学術会議／第1回世界マンガ・アニメネットワーク国際会議　＜マンガ・ワールズ＞：サブ
カルチャー、日本、ジャパノロジー

主催：日本サブカルチャー研究会／京都国際マンガミュージアム／京都精華大学国際マンガ研究
センター

出演者の公開同意 公開済みの場合のメディア等

未編集

編集済

未編集

編集済

未編集

編集済 有　　　　無

著作権者による公
開同意

公開済みの場合のメディア等

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無 有　　　　無
④文字おこしテキスト

有　　　　無

有　　　　無

①映像記録

②音声記録

③写真記録

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無

主催者による素材
の所蔵

有　　　　無

有　　　　無

EY8、
http://www.youtube.com/watch?v=hHurx5WD
VUA、
http://www.youtube.com/watch?v=ZhsPGP3H
6KQ、
http://www.youtube.com/watch?v=ocuRhu-
hnBU）

有　　　　無

⑤参考資料（マンガ作品・音楽等・出
演者による提示資料等）

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無
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【別紙1-6】

未編集

編集済

未編集

出演者の公開同意 公開済みの場合のメディア等

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無

シートNo.：2012005KMM

蒼樹うめ in 絵師100人展京都篇　ライブドローイングショー＋サイン会

主催：京都国際マンガミュージアム

【１】　インタビュー・講演の概要

2013年3月15日時点　〔記入者：イトウユウ（IMRC）〕

形式

話し手の氏名［肩書］ 蒼樹うめ［イラストレーター／マンガ家］／應矢泰紀［京都国際マンガミュージアム研究員／司会］

・インタビュー　　　・講演／トークショー　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

場所

日時

内容

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無

主催・共催など

イベント報告ページ（）およびイベント告知ページ
（http://www.kyotomm.jp/event/spe/painter100kyoto.php#relation_04）参照

①映像記録

2012年6月2日（土）13：00～14：30

【２】　記録の公開・利用について

素材の種類
主催者による素材

の所蔵

京都国際マンガミュージアム　多目的映像ホール

問合せ先〔担当者〕 京都国際マンガミュージアム〔應矢泰紀〕

イベントタイトル

未編集

編集済

未編集

編集済

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無

⑤参考資料（マンガ作品・音楽等・出
演者による提示資料等）

有 無

③写真記録

有 無

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無

②音声記録
有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無

④文字おこしテキスト
有　　　　無

有　　　　無

主催者による素材
の所蔵

イベント中に描き下ろしたイラスト
データ［イラストデータ］

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無

著作権者による公
開同意

公開済みの場合のメディア等

有　　　　無
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【別紙1-7】

未編集

編集済

出演者の公開同意 公開済みの場合のメディア等

有　　　　無

有　　　　無

シートNo.：2012006KMM

マンガカフェ17　マンガと＜萌え＞で街おこし?!

主催：アートエリアB1　共催：大阪大学21世紀懐徳堂／京都精華大学国際マンガ研究センター　企
画協力：大阪大学コミュニケーションデザイン・センター／NPOダンスボックス　協力：NPOダンス
ボックス法人recip

【１】　インタビュー・講演の概要

2013年3月15日時点　〔記入者：イトウユウ（IMRC）〕

形式

話し手の氏名［肩書］
山内貴範［株式会社スタジオいなご］／應矢泰紀［京都国際マンガミュージアム研究員］／伊藤遊
［京都精華大学国際マンガ研究センター研究員／カフェマスター］／金水敏［大阪大学大学院教授
／カフェマスター］

・インタビュー　　　・講演／トークショー　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

場所

日時

内容

有　　　　無

有　　　　無

主催・共催など

イベント告知ページ（http://21c-kaitokudo.osaka-u.ac.jp/events/2012/5118）参照

①映像記録

2012年7月29日（日）14：00～15：30

【２】　記録の公開・利用について

素材の種類
主催者による素材

の所蔵

アートエリアB1

問合せ先〔担当者〕 京都国際マンガミュージアム〔イトウユウ〕

イベントタイトル

編集済

未編集

編集済

未編集

編集済

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無

⑤参考資料（マンガ作品・音楽等・出
演者による提示資料等）

有　　　　無

③写真記録

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無

②音声記録
有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無

④文字おこしテキスト
有　　　　無

有　　　　無

主催者による素材
の所蔵

NHK『クローズアップ現代　アニメを旅
する若者たち　“聖地巡礼”の舞台
裏』［ドキュメンタリー映像］

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無

著作権者による公
開同意

公開済みの場合のメディア等

有　　　　無
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【別紙1-8】

未編集

編集済

未編集

2012年7月29日（日）14：00～15：30

【２】　記録の公開・利用について

素材の種類
主催者による素材

の所蔵

京都国際マンガミュージアム　多目的映像ホール

問合せ先〔担当者〕 京都国際マンガミュージアム〔應矢泰紀〕

イベントタイトル

主催・共催など

・インタビュー　　　・講演／トークショー　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

場所

日時

イベント告知ページ（http://www.kyotomm.jp/event/exh/sugiigisaburo2012.php）参照

①映像記録

【１】　インタビュー・講演の概要

2013年3月15日時点　〔記入者：イトウユウ（IMRC）〕

形式

話し手の氏名［肩書］ 杉井ギサブロー［アニメーション映画監督］／阿部行夫［アニメーション美術監督］

内容

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無

シートNo.：2012007KMM

映画の世界観の描き方、美術の役割

主催：京都国際マンガミュージアム／京都精華大学国際マンガ研究センター

出演者の公開同意 公開済みの場合のメディア等

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無未編集

編集済

未編集

編集済 有　　　　無

著作権者による公
開同意

公開済みの場合のメディア等

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無 有　　　　無
④文字おこしテキスト

有　　　　無

有　　　　無

②音声記録

③写真記録

有 無

主催者による素材
の所蔵

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無

⑤参考資料（マンガ作品・音楽等・出
演者による提示資料等）

有 無

有　　　　無

有　　　　無
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【別紙1-9】

未編集

編集済

未編集

出演者の公開同意 公開済みの場合のメディア等

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無

シートNo.：2012008KMM

トークショー　海獣とタマシイ～五十嵐大介の世界

主催：京都国際マンガミュージアム／京都精華大学国際マンガ研究センター

【１】　インタビュー・講演の概要

2013年3月15日時点　〔記入者：イトウユウ（IMRC）〕

形式

話し手の氏名［肩書］
五十嵐大介［マンガ家］／木村俊介［インタビュアー］／豊田夢太郎［小学館『月刊IKKI』五十嵐氏
担当編集者／進行］

・インタビュー　　　・講演／トークショー　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

場所

日時

内容

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無

主催・共催など

イベント告知ページ（http://www.kyotomm.jp/event/exh/igarashidaisuke.php）参照

①映像記録

2012年8月18日（土）13：00～15：00

【２】　記録の公開・利用について

素材の種類
主催者による素材

の所蔵

京都国際マンガミュージアム　多目的映像ホール

問合せ先〔担当者〕 京都国際マンガミュージアム〔イトウユウ〕

イベントタイトル

未編集

編集済

未編集

編集済

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無

⑤参考資料（マンガ作品・音楽等・出
演者による提示資料等）

有 無

③写真記録

有 無

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無

②音声記録
有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無

④文字おこしテキスト
有　　　　無

有　　　　無

主催者による素材
の所蔵

五十嵐大介『海獣の子供』（小学館
IKKIコミックス）複数巻［書籍］

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無

著作権者による公
開同意

公開済みの場合のメディア等

有　　　　無
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【別紙1-10】

未編集

編集済

出演者の公開同意 公開済みの場合のメディア等

有　　　　無

有　　　　無

シートNo.：2012009KMM

マンガカフェ18　オトナの似顔絵教室

主催：アートエリアB1　共催：大阪大学21世紀懐徳堂／京都精華大学国際マンガ研究センター　企
画協力：大阪大学コミュニケーションデザイン・センター／NPOダンスボックス　協力：NPOダンス
ボックス法人recip

【１】　インタビュー・講演の概要

2013年3月15日時点　〔記入者：イトウユウ（IMRC）〕

形式

話し手の氏名［肩書］
オガワツヨシ［アーティスト／京都精華大学国際マンガ研究センター研究員］／伊藤遊［京都精華
大学国際マンガ研究センター研究員／カフェマスター］／金水敏［大阪大学大学院教授／カフェマ
スター］

・インタビュー　　　・講演／トークショー　　　・その他（ワークショップ）

場所

日時

内容

有　　　　無

有　　　　無

主催・共催など

イベント告知ページ（http://21c-kaitokudo.osaka-u.ac.jp/events/2012/5203）およびイベント報告
ページ（http://imrc.jp/lecture/2012/08/18.html）参照

①映像記録

2012年8月24日（金）19：00～21：00

【２】　記録の公開・利用について

素材の種類
主催者による素材

の所蔵

アートエリアB1

問合せ先〔担当者〕 京都国際マンガミュージアム〔イトウユウ〕

イベントタイトル

編集済

未編集

編集済

未編集

編集済

有（一部）　　無

有　　　　無

有　　　　無

⑤参考資料（マンガ作品・音楽等・出
演者による提示資料等）

有　　　　無

③写真記録

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無
京都精華大学国際マンガ研究センターウェブ
サイト

有　　　　無

②音声記録
有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無

④文字おこしテキスト
有　　　　無

有　　　　無

主催者による素材
の所蔵

描き込み式ワークシート 有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無

著作権者による公
開同意

公開済みの場合のメディア等

有　　　　無
報告ページ
（http://imrc.jp/lecture/2012/08/18.html）にてダウ
ンロード可
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【別紙1-11】

未編集

編集済

2012年9月22日（土）13：00～14：00（第1部＝対談）／14：30～17：30（トークショー／作品上映会）

【２】　記録の公開・利用について

素材の種類
主催者による素材

の所蔵

京都国際マンガミュージアム　多目的映像ホール

問合せ先〔担当者〕 京都国際マンガミュージアム〔應矢泰紀〕

イベントタイトル

主催・共催など

・インタビュー　　　・講演／トークショー　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

場所

日時

イベント告知ページ（http://www.kyotomm.jp/event/spe/gainax2012.php）参照

①映像記録

【１】　インタビュー・講演の概要

2013年3月15日時点　〔記入者：イトウユウ（IMRC）〕

形式

話し手の氏名［肩書］
（第1部）赤井孝美［ガイナックスプロデューサー］／養老孟司［京都国際マンガミュージアム館長］
（第2部）山賀博之［ガイナックス代表取締役］／武田康廣［ガイナックス取締役］／アサオヨシノリ
［ガイナックスプロデューサー］

内容

有　　　　無

有　　　　無

シートNo.：2012010KMM

USTREAM
（http://www.ustream.tv/recorded/25596177、
http://www.ustream.tv/recorded/25597986）

トークセッション　ガイナックス流アニメ作法を語る

主催：京都国際マンガミュージアム／KYOTO CMEX実行委員会／株式会社ガイナックス

出演者の公開同意 公開済みの場合のメディア等

有　　　　無

有　　　　無編集済

未編集

編集済

未編集

編集済 有　　　　無

著作権者による公
開同意

公開済みの場合のメディア等

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無 有　　　　無
④文字おこしテキスト

有　　　　無

有　　　　無

②音声記録

③写真記録

有　　　　無

主催者による素材
の所蔵

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無

⑤参考資料（マンガ作品・音楽等・出
演者による提示資料等）

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無
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【別紙1-12】

未編集

編集済

出演者の公開同意 公開済みの場合のメディア等

有　　　　無

有　　　　無

シートNo.：2012011KMM

マンガカフェ19　この翻訳海外マンガがすごい！「ガイマン賞2012」を占う

主催：アートエリアB1　共催：大阪大学21世紀懐徳堂／京都精華大学国際マンガ研究センター　企
画協力：大阪大学コミュニケーションデザイン・センター／NPOダンスボックス　協力：NPOダンス
ボックス法人recip

【１】　インタビュー・講演の概要

2013年3月15日時点　〔記入者：イトウユウ（IMRC）〕

形式

話し手の氏名［肩書］
原正人［バンド・デシネ翻訳家］／ミソトミツエ［ガイマン賞主催者］／伊藤遊［京都精華大学国際マ
ンガ研究センター研究員／カフェマスター］／依田恵美［大阪大学特任研究員］

・インタビュー　　　・講演／トークショー　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

場所

日時

内容

有　　　　無

有　　　　無

主催・共催など

イベント告知ページ（http://21c-kaitokudo.osaka-u.ac.jp/events/2012/5279）およびイベント報告
ページ（http://imrc.jp/lecture/2012/10/192012.html）参照

①映像記録

2012年10月28日（日）14：00～17：00

【２】　記録の公開・利用について

素材の種類
主催者による素材

の所蔵

アートエリアB1

問合せ先〔担当者〕 京都国際マンガミュージアム〔イトウユウ〕

イベントタイトル

未編集

編集済

未編集

編集済

有（一部）　　無

有　　　　無

有　　　　無

⑤参考資料（マンガ作品・音楽等・出
演者による提示資料等）

有　　　　無

③写真記録

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無
京都精華大学国際マンガ研究センターウェブ
サイト
（http://imrc.jp/lecture/2012/04/post-

）
有　　　　無

②音声記録
有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無

④文字おこしテキスト
有　　　　無

有　　　　無

主催者による素材
の所蔵

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無

著作権者による公
開同意

公開済みの場合のメディア等

有　　　　無
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【別紙1-13】

未編集

編集済

未編集

2012年10月28日（日）14：00～17：00

【２】　記録の公開・利用について

素材の種類
主催者による素材

の所蔵

京都国際マンガミュージアム　多目的映像ホール

問合せ先〔担当者〕 京都国際マンガミュージアム〔應矢泰紀〕

イベントタイトル

主催・共催など

・インタビュー　　　・講演／トークショー　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

場所

日時

イベント告知ページ（http://www.kyotomm.jp/event/evt/kyoto_cmex_2012.php）参照

①映像記録

【１】　インタビュー・講演の概要

2013年3月15日時点　〔記入者：イトウユウ（IMRC）〕

形式

話し手の氏名［肩書］
（第1部）Morten Thorning［The Animation Workshop代表］　（第2部）Morten Thorning／前田庸生
［アニメーション監督／京都精華大学教授］／伊藤裕美［オフィスH／進行］

内容

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無

シートNo.：2012012KMM

コンテンツ産業と地域活性　デンマークのアニメ人材育成現場より

主催：京都国際マンガミュージアム／KYOTO CMEX実行委員会　後援：デンマーク王国大使館／
一般財団法人デジタルコンテンツ協会　協力：オフィスH／株式会社ドーガ

出演者の公開同意 公開済みの場合のメディア等

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無未編集

編集済

未編集

編集済 有　　　　無

著作権者による公
開同意

公開済みの場合のメディア等

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無 有　　　　無
④文字おこしテキスト

有　　　　無

有　　　　無

②音声記録

③写真記録

有 無

主催者による素材
の所蔵

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無

⑤参考資料（マンガ作品・音楽等・出
演者による提示資料等）

有 無

有　　　　無

有　　　　無
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【別紙1-14】

未編集

編集済

未編集

出演者の公開同意 公開済みの場合のメディア等

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無

シートNo.：2012013KMM

レジス・ロワゼル×エマニュエル・ルパージュ　フランス・コミックスの世界

主催：アンスティチュ・フランセ関西／京都国際マンガミュージアム／京都精華大学国際マンガ研
究センター　協力：ユーロマンガ／海外マンガフェスタ

【１】　インタビュー・講演の概要

2013年3月15日時点　〔記入者：イトウユウ（IMRC）〕

形式

話し手の氏名［肩書］ エマニュエル・ルパージュ［BD作家］／猪俣紀子［京都国際マンガミュージアム研究員／司会］

・インタビュー　　　・講演／トークショー　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

場所

日時

内容

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無

主催・共催など

イベント告知ページ（http://www.kyotomm.jp/event/evt/fr_talk2012.php）参照

①映像記録

2012年11月11日（日）14：00～16：00

【２】　記録の公開・利用について

素材の種類
主催者による素材

の所蔵

京都国際マンガミュージアム　多目的映像ホール

問合せ先〔担当者〕 京都国際マンガミュージアム〔猪俣紀子〕

イベントタイトル

未編集

編集済

未編集

編集済

有　　　　無

有　　　　無
エマニュエル・ルパージュ「ムチャ
チョ」原画

有　　　　無

⑤参考資料（マンガ作品・音楽等・出
演者による提示資料等）

有 無

③写真記録

有 無

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無

②音声記録
有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無

④文字おこしテキスト
有　　　　無

有　　　　無

主催者による素材
の所蔵

ルパージュ氏作成のパワーポイント
データ

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無

著作権者による公
開同意

公開済みの場合のメディア等

有　　　　無
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【別紙1-15】

未編集

編集済

未編集

2012年11月23日（金）14：00～15：30

【２】　記録の公開・利用について

素材の種類
主催者による素材

の所蔵

京都国際マンガミュージアム　多目的映像ホール

問合せ先〔担当者〕 京都国際マンガミュージアム

イベントタイトル

主催・共催など

・インタビュー　　　・講演／トークショー　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

場所

日時

イベント告知ページ（http://www.kyotomm.jp/event/lec/2012_11_23.php）参照

①映像記録

【１】　インタビュー・講演の概要

2013年3月15日時点　〔記入者：イトウユウ（IMRC）〕

形式

話し手の氏名［肩書］ 養老孟司［京都国際マンガミュージアム館長］

内容

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無

シートNo.：2012014KMM

京都国際マンガミュージアム開館6周年記念イベント　養老孟司館長講演会　マンガとエンターテイ
メント

京都国際マンガミュージアム

出演者の公開同意 公開済みの場合のメディア等

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無未編集

編集済

未編集

編集済 有　　　　無

著作権者による公
開同意

公開済みの場合のメディア等

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無 有　　　　無
④文字おこしテキスト

有　　　　無

有　　　　無

②音声記録

③写真記録

有 無

主催者による素材
の所蔵

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無

⑤参考資料（マンガ作品・音楽等・出
演者による提示資料等）

有 無

有　　　　無

有　　　　無
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未編集

編集済

未編集

編集済

未編集

編集済

「「まんが王国高知」危機？／鳥取が
「建国」揚げ大攻勢」『高知新聞』2012
年8月17日付夕刊

有　　　　無 有　　　　無

有　　　　無

⑤参考資料（マンガ作品・音楽等・出
演者による提示資料等）

出演者の公開同意 公開済みの場合のメディア等

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無

有（一部）　　無

主催者による素材
の所蔵

有　　　　無

2012年の発表されたマンガランキン
グ・賞のまとめ

有　　　　無

有　　　　無第1回～第19回マンガカフェ概要

シートNo.：2012015KMM

マンガカフェ20　今年のマンガ界をふり返るぞ！2012

主催：アートエリアB1　共催：大阪大学21世紀懐徳堂／京都精華大学国際マンガ研究センター　企
画協力：大阪大学コミュニケーションデザイン・センター／NPOダンスボックス　協力：NPOダンス
ボックス法人recip

【１】　インタビュー・講演の概要

2013年3月15日時点　〔記入者：イトウユウ（IMRC）〕

形式

話し手の氏名［肩書］
吉村和真［京都精華大学准教授］／倉持佳代子［京都国際マンガミュージアム研究員］／猪俣紀
子［京都国際マンガミュージアム研究員］／伊藤遊［京都精華大学国際マンガ研究センター研究員
／カフェマスター］／金水敏［大阪大学大学院教授／カフェマスター］

③写真記録

内容

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無

イベント告知ページ（http://21c-kaitokudo.osaka-u.ac.jp/events/2012/5350）およびイベント報告
ページ（http://imrc.jp/lecture/2012/12/202012.html）参照

①映像記録

②音声記録

主催・共催など

・インタビュー　　　・講演／トークショー　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

場所

日時 2012年12月1日（土）14：00～16：00

【２】　記録の公開・利用について

京都精華大学国際マンガ研究センターウェブ
サイト
（http://imrc.jp/lecture/2012/12/202012.html）

有　　　　無
④文字おこしテキスト

有　　　　無 有　　　　無

有　　　　無

素材の種類
主催者による素材

の所蔵

アートエリアB1

問合せ先〔担当者〕 京都国際マンガミュージアム〔イトウユウ〕

イベントタイトル

有　　　　無

著作権者による公
開同意

公開済みの場合のメディア等

有　　　　無
イベント報告ページ
（http://imrc.jp/lecture/2012/12/202012.html）
にてダウンロード可

2012年に公開されたマンガ原作の実
写映画のチラシ複数

2012年に開催されたマンガ展図録複
数

有　　　　無

有（一部）　無

イベント報告ページ
（http://imrc.jp/lecture/2012/12/202012.html）
にてダウンロード可

有　　　　無
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【別紙1-17】

未編集

編集済

未編集

出演者の公開同意 公開済みの場合のメディア等

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無

シートNo.：2012016KMM

ガイナックス流アニメ作法を語る！　ラストアンコールトークセッション

主催：京都国際マンガミュージアム／KYOTO CMEX実行委員会／株式会社ガイナックス

【１】　インタビュー・講演の概要

2013年3月15日時点　〔記入者：イトウユウ（IMRC）〕

形式

話し手の氏名［肩書］
赤井孝美［ガイナックスプロデューサー］／山賀博之［ガイナックス代表取締役］／武田康廣［ガイ
ナックス取締役］／アサオヨシノリ［ガイナックスプロデューサー］

・インタビュー　　　・講演／トークショー　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

場所

日時

内容

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無

主催・共催など

イベント告知ページ（http://www.kyotomm.jp/event/spe/gainax2012.php#relation_04）参照

①映像記録

2012年12月9日（日）16：30～

【２】　記録の公開・利用について

素材の種類
主催者による素材

の所蔵

京都国際マンガミュージアム　多目的映像ホール

問合せ先〔担当者〕 京都国際マンガミュージアム〔應矢泰紀〕

イベントタイトル

未編集

編集済

未編集

編集済

有　　　　無

有　　　　無
『＜劇場版＞トップをねらえ！』［アニ
メーション］

有　　　　無

⑤参考資料（マンガ作品・音楽等・出
演者による提示資料等）

有 無

③写真記録

有 無

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無

②音声記録
有　　　　無

『＜劇場版＞トップをねらえ！2』［ア
ニメーション］

有　　　　無

有　　　　無

④文字おこしテキスト
有　　　　無

有　　　　無

主催者による素材
の所蔵

『ネギマン　大特撮巨編』第1話～第4
話［実写ドラマ映像］

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無

著作権者による公
開同意

公開済みの場合のメディア等

有　　　　無
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【別紙1-18】

未編集

編集済

未編集

2013年3月5日（火）13：00～18：00

【２】　記録の公開・利用について

素材の種類
主催者による素材

の所蔵

京都国際マンガミュージアム　研究室1

問合せ先〔担当者〕 京都国際マンガミュージアム〔應矢泰紀〕

イベントタイトル

主催・共催など

・インタビュー　　　・講演／トークショー　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

場所

日時

イベント告知ページ（http://www.kyotomm.jp/event/study/20130305.php）参照

①映像記録

【１】　インタビュー・講演の概要

2013年3月15日時点　〔記入者：イトウユウ（IMRC）〕

形式

話し手の氏名［肩書］
豊田有恒［脚本家／島根県立大学名誉教授］／吉田司雄［工学院大学教授］／菅谷充［マンガ家
／コーディネーター］／姜竣［京都精華大学准教授／コーディネーター］

内容

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無

シートNo.：2013001KMM

公開研究会　サブカルチャーにおける科学の表象　豊田有恒×吉田司雄

主催：京都精華大学／京都精華大学国際マンガ研究センター

出演者の公開同意 公開済みの場合のメディア等

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無未編集

編集済

未編集

編集済 有　　　　無

著作権者による公
開同意

公開済みの場合のメディア等

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無 　

有　　　　無 有　　　　無
④文字おこしテキスト

有　　　　無

有　　　　無

②音声記録

③写真記録

有 無

主催者による素材
の所蔵

豊田有恒『日本SFアニメ創世記　虫
プロ、そしてTBS漫画ルーム』（TBSブ
リタニカ、2000年）一部コピー［書籍複
写］

有　　　　無

有　　　　無

有　　　　無

⑤参考資料（マンガ作品・音楽等・出
演者による提示資料等）

有 無

有　　　　無

有　　　　無
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  【別紙 2-1】／非公開 

 

【別紙 2-1】 ／非公開 

「レジス・ロワゼル×エマニュエル・ルパージュ フランス・コミックスの世界」文字おこし（ベタおこし） 

 

司会： 本日は、エマニュエル・ルパージュ氏のトークショーにご来館いただき、どうもありがとうご

ざいます。ルパージュ氏は今回、このイベントはもともとロアゼル氏とルパージュ氏のトーク

ショーということだったんですけれども、急な予定で、ご家族のご事情でロアゼル氏が来日が

できなくなりまして、ルパージュ氏１人にお願いをすることになったんですけれども、本当に

フレキシブルに対応してくださって、快くいろいろな準備を受けてくださいました。本当にあ

りがとうございます。 

 

Ｌ氏（通訳）：本日は、こういう形で皆さんとお会いできますことを大変嬉しく存じております。ただ、

１つ残念なのは、私は日本語を話すことができず、直接お話しすることができないのが大変残

念ですけれども、こういう形で皆さんにお話しする機会をいただきまして、今日は大変嬉しく

存じております。ありがとうございます。 

 

司会： 内容のほうも、ルパージュ氏お１人ということなので、彼の作品、彼の制作について、深く掘

り下げて行くという形にさせていただきたいと思っております。 

  

 最近の彼の近況というか、この 10 月の 27、28 にフランスのサンマロというところで BD のフ

ェスティバルがあったんですね。それが、アングレームに次ぐフランスで第２番目の BD フェ

スティバルと言えるイベントなんですけれども、そこで、ルパージュさんのこれまでの作品に

対して、グランプリという最優秀賞が与えられまして、本当にそういう嬉しい知らせがあって、

おめでとうございます。 

  

 ということで、今日、日本で、飛鳥新社から『ムチャチョ－ある少年の冒険』という１巻の作

品が出たんですけれども、それについて、まず、ご本人からいろいろ制作過程などをご紹介い

ただいて、そしてその後、それまでの彼の活動であったり、その他の作品、あとちょっと、小

さい頃の話などもしていただければなと思っております。 

  

 では早速、その『ムチャチョ』ですね。皆さん、きっともうお読みになっていると思うんです

けども。この作品について直接彼の口からいろいろご説明いただこうと思いますので、スライ

ドのほうをご覧下さい。 

 

Ｌ氏（通訳）：この『ムチャチョ』という作品は、ニカラグアを舞台にしています。時期としては 1976

年から 79 年、革命の起こった時期です。この頃のニカラグアというのは、ソモサという独裁者

が国を牛耳っておりまして、この国の北の地方のほうに、反政府ゲリラが、革命戦士たちがた

くさんいる地域に、この物語の主人公――神学生なんですけども、絵描きでもありまして――

その彼が、その地域に到着するところから物語は始まります。 

30



  【別紙 2-1】／非公開 

 

 その神学生というのは、名前をガブリエルと言います。ガブリエルは、この国でも、いわゆる

ブルジョアジーの生まれでして、どちらかというと、出身としては、もともとこの独裁者に近

い側の人間なんですけれども。彼が北のほうの村に行きまして、教会でキリストの受難という

絵を描くことを頼まれるわけなんですが、そうしてその村で生活をする中で、この国の現実を

知って、だんだん革命の意識に、国を変えようという意識に目覚めて行く。 

 

 それでは、『ムチャチョ』に関してスライドを、これからいくつかお見せしようと思います。 

 

 日本版は全１巻で出版されましたけれども、フランスでは２巻に分けて出ました。これは、2004

年に出た第１巻の表紙です。 

 

 この地図をご覧になっていただいて。これはニカラグアの地図ですけれども、茶色く塗ったと

ころです。 

 

 この作品の舞台となっている 1977 年頃というのは、このニカラグアという国はアナスタシオ・

ソモサという独裁者が国を治めて、こういった状態が、この独裁的な状況というのが 50 年来続

いている状況です。 

 

 このソモサ、独裁者ソモサの一族というのが、国全体をまさに牛耳っておりまして。例えば、

ニカラグアで使われているマッチの工場というのが、すべてこの一族のもの。それで、そのマ

ッチを使うことを国民は強制されていて、例えばライターを使うことは禁じられているわけで

す。 

 

 78 年頃から、反政府勢力というのが現れて、活動を始めます。こちらに、写真にご覧いただけ

るような状況ですね。 

 

 ゲリラは、まず森に隠れるんですけれども、少しずつ市街部のほうに侵攻して行きます。 

 

 ゲリラと体制側の闘いというのは１年と少し続きます。これは非常に激しい攻防でした。そし

て 1979 年、約１年半の内戦を経て、反体制側が勝利するわけです。 

 

 実は、私の母国のフランスにおいては、当時、このニカラグア革命というのは大変に注目され

ました。それはどうしてかといいますと、中南米においてマルクス主義者とキリスト教者が手

を携えて１つの革命を成し遂げたという、そういうケースであるからなんです。 

 

 私自身も、当時このニカラグア革命については、聞いたことはあったんですけれども、まだ 12

歳の坊やでしたので、それほど強い興味は持ちませんでした。 
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 それが、80 年代になりまして、私も大人になっていきまして、フランスである女性と出会うん

ですけれども――フランソワーズ・ラボリーユという名前の女性です。彼女は、ニカラグアを

含めて、外国人の受け入れ機関で仕事をしていた人です。 

  

 例えば、こちらに当時の彼女の活動していたときの写真をご覧いただいているんですが、こち

らの後ろのほうに彼女自身も映っているんですけれども。この当時、ニカラグアにおいては、

識字率向上の運動というのが大変行なわれておりまして、この写真の場所は、まだ文字の読め

ない大人の人のために読み方を教える教室をしているところです。 

 

司会： このフランソワーズさんというのは、すごく活動家で、盛んにいろいろ行動されていた方らし

いんですけれども、彼女からものすごく影響を受けたということをインタビューでも書かれて

いましたが、どういうような感じだったんでしょうか。 

 

Ｌ氏（通訳）：ニカラグアは、この革命の後に、10 年ほど非常に混乱した状況が続くわけなんですけれど

も、フランソワーズさんは、当時そういった状況のニカラグアで現地に飛びまして、現地の人

たちを、先ほど写真でご覧いただいたような形で支援する様々な活動に積極的に参加されてい

ました。 

 

 フランソワーズさん、この女性は、数ヶ月ほどみっちり現地で活動しながら、いろいろな現地

の状況を見聞きして、このような、今ご覧いただいているような写真もたくさん撮って帰って

いらしていて。そういったものを見せていただくことで、私は非常に強い衝撃を受けました。 

 

 ですので、そういう意味では、この『ムチャチョ』という作品は、いくつかの出会いによって、

できあがった作品と言うことができます。このフランソワーズとの出会いが最初の出会いです。 

 

 その後、私自身、自分のできる範囲で、写真で今ご覧いただいているように、雑誌とか本です

とか、ニカラグア関係の情報を、一生懸命、仕込んで読むようになりました。 

 

司会： いつも・・、これ、かなり資料が見られるんですけれども、現地にも赴かれたりとか、制作の

ときの資料集めというのは、かなり徹底してされるのですか。 

 

Ｌ氏（通訳）：私自身、2001 年に初めてニカラグアに行きました。その時は、どの程度、当時の革命の

爪痕が残っているのかというのを、実地に見て来ようと思いました。 

  

 それと同様にして、当時の革命に参加した人たちに直接お会いしてお話を聞くこともできまし

た。 

 

 こういった現地取材を元に、自分のオリジナルストーリーを考えまして、それが、先ほどお話

した『ムチャチョ』という物語です。 
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司会： これはシノプシスのようなものだというふうにおっしゃっていたんですけれども、どういう感

じ・・、小説のように書き連ねているのか、どういうことが書いてあるんですか、大体。 

 

Ｌ氏（通訳）：こちらはですね、大体 10 ページ程度のものなんですけども、シーンごとにそれぞれ独立

した短編のような、簡単なテキストを集めたものです。 

 

 これは、まず基本的に、ストーリーの大筋ですね。あとは、ストーリーの流れを、大筋を、あ

る程度きちっと固めた内容になっていまして、これが冒頭から最後まで、一応１つの流れがで

きていて、最終的に 150 ページくらいのバンド・デシネになるための、一番最初の元というこ

となんです。 

 

 そして、まずそういった基本的なストーリーの枠ができましたら、その次は、登場人物のキャ

ラクター作りですね。 

 

 こういう形でいろいろ人物のデッサンをしながら、最終的にどういうキャラクターにするか、

登場人物をどういうキャラクターにするかというのを、作り上げて行くわけなんですけれども。

例えばこちらの、今映っているページの中には、フランスの有名な詩人のアルチュール・ラン

ボーをモデルにしたキャラクターがいます。 

 

 この上の方の・・、これは詩人のランボーをモデルに、イメージに作りました。 

 

 私の作品の登場人物としてランボーを使うというわけじゃなくて、キャラクターを作るときに、

その人物の表情であるとか、身のこなし方であるとか、どんな目つきで人を見るとか、そうい

ったレベルで、ランボーのイメージを参考にしたということなんです。 

 

 あとは、キャラクターのプロポーション設定ですね。やはり、１つの作品を描いて行く時に、

同じ人物をあらゆる角度から描けるようにしないといけませんので。 

 

 そうやって自分の作ったキャラクターをしっかりと把握するために、こうやって粘土で立体物

も作りました。 

 

司会： これはガブリエルだけですか。それとも・・、ここまでするのかっていうのが、結構驚くんで

すが。 

 

Ｌ氏（通訳）：これは、こちらの、主人公のガブリエルだけです。粘土で作ったのは。 

 

司会： 他の作品の主人公とかも、常にこういうのを作ってされるのですか。 
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Ｌ氏（通訳）：いわゆる主人公の場合は、よくこういうことをしています。 

 

 やはり、主人公の造形のプロポーションをきちんと作る意味では、こういうことは必要だと思

っています。プロポーションをきちんと自分のものにするには、１つの便利な方法だと思って

います。あと、粘土作りが結構好きなんです。 

 

 あとは、こちらの作品を作るにあたっては、銃器をどのように扱うのか、実際の現場で。そう

いったところも、ご覧のような資料で勉強しました。 

 

 主人公のガブリエル以外のキャラが、どういう立ち振る舞いをするか――身のこなし方その他、

あとは表情ですね――そういったものをきちんと決めて行く段階で、こういったデッサンを描

きました。 

  

 今までご覧いただいたキャラクター、まず大筋のストーリー作り、そしてキャラクター設定が

終わったあとに、シナリオ作りをいたします。こちらは、最初の２ページの内容が書かれてい

ます。 

 

 こちらには、テキストの形で、コマ割りですとか、それぞれのコマの中にどういった絵が入る

のかというのを書いています。 

 

司会： これは、ある程度キャラクターが決まって、どう動くかというのも考えた上で書かれますか。 

 

Ｌ氏（通訳）：そうですね。この頃には、それぞれのキャラクターがどういう人物かというところが、か

なり詰められてきています。先ほど申し上げたように、大筋のストーリー、あとはキャラ設定

という段階を経て、少しずつ、それぞれのキャラクターというのが、かなりの精度で定まって

きます。 

 

 そして先ほどのシナリオの後に、実際に原稿に取りかかるわけですけれども、ここで、それぞ

れのページの構図を決めて、例えば、ここのところは表現を強調したいとか、そういったとこ

ろを考えながら描いて行きます。 

 

 こちらは、その後に続く２ページ分のページの構図です。 

 

 こちらは、兵隊がどういう体の動かし方をするか、どういう表情をするかというのを設定した

デッサンです。 

 

 こちらは、こういう〓媒体〓というのは、ある作品の中の絵を鉛筆画で作っている過程のとこ

ろです。 
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 それで、こちらに今ご覧いただいているのが、墨入れした状態です。これは、先ほどの鉛筆画

を元に清書用の水彩紙にトレースをして、それで墨入れしたところですね。 

 

 こちらが、同じページの原画です。 

 

 ここは墨だけで描いています。 

 

 このような、かなり大判な紙に描いています。 

 

 次が、カラーリングですけれども・・。 

 

 こちらも、今日は原画を持って来ました。 

 

 水彩で色を付けています。 

 

 私の場合は、墨入れは〓インキで〓、墨を使って入れて、線を決めて、それで水彩で色を付け

ます。 

 

 こちらの、今お見せしている原画の下のほうにあるイラストですね、カラーの下のイラスト。

こちらにもご覧いただいていますけれども、こちらが原画です。それで、このイラストという

のは、こちらの・・・・、先ほどもお見せした〓シーン〓ですけど、こちらの写真を参考にし

て、資料として描いたイラストです。 

 

 こちらも、下絵の鉛筆画です。別のページの下絵の鉛筆画です。 

 

 こちらも、この次の段階では、トレースして、本番用の水彩紙にトレースします。 

 

 そして、カラーリングの段階です、こちらは。 

 

 時々、気に入らないと、こうやって描き直したりもしています。 

 

 これは、最初こういうふうに描いていたんですけども、ちょっと気に入らなかったので、こう

いうふうに描き直しました。 

 

司会： これは１枚１枚を、完成し終えてから、やっぱり気に入らないなと思って、違うものを最初か

ら作るということをお聞きしたんですけれども、すごい労働というか、ものすごい時間がかか

る作業をされているなと思ったんですが、例えばこの１枚目と２枚目だったら、どういう効果

が変わったというふうにご自分では思いますか。 

 

35



  【別紙 2-1】／非公開 

Ｌ氏（通訳）：すみません。先ほど逆になっていまして、こちらが最初です、最初のバージョンで。こち

らが描き直した後です。 

 

 それで、この時は何が気に入らなかったかというと、やっぱり最初のコマの辺りは、あまりこ

う、何が起こっているのか良く分からない感じになっていましたので、やっぱり人物を入れた

いと思って。それで、こういう形に変えました。 

 

 例えば、鉛筆画の下書きの段階でも、そういうことがあります。これは最初、こういうのを描

いたんですが・・ 

 

 その次、こういうふうに変わって来ました。 

 

 これは何を描いているかというと、ガブリエルが、〓背中〓を見せているガブリエルが、村を

見るわけですけれど、そこで彼が目にする、それぞれの家の人たちの様子なんですね。それが

下に描かれています。 

 

 それで、こちらが、最終的に出来上がった原稿です。 

 

 この時点で、１つ問題があるなと思いました。それは、この主人公が真ん中で外を見ているの

と、その下の、彼が見ている情景、それが、同じ時間で、それで、下の５つの・・、４つ、５

つ・・、下の情景が、描かれている情景が、彼の見ているものだというところが、ちょっと分

かりずらいなと思ったんです。 

 

 それで、さらに変更をしまして、描き直しまして、最終的にこうなりました。 

 

 ここでは、彼が目にした、村の人たちのいろいろな姿が、実際に真ん中の絵の中にも小さく描

かれています。 

 

司会： ものすごい緻密な作業、完成度をもってされているのが分かるんですけれども、ちょっとすご

い素人な感じの質問なんですけが、この１ページを描き上げるのに何日かかるかというのを、

先ほどお伺いしたんですが、もう一度皆さんの前で・・。 

 

Ｌ氏（通訳）：大体５日ぐらいかけて描いています、１ページ。 

 

司会： だから、この『ムチャチョ』の〓１と〓２巻目の間で５年間かかったとお伺いしているんです

けれども、その間にあった作品は、そんなに長編というか、ではなくて、本当に割とこれに掛

かり切りで、そのくらい時間がかかった上での労作というふうにお聞きしました。 

 

Ｌ氏（通訳）：そうですね。この『ムチャチョ』を描いている間は、ちょっとしたイラスト集ですとか、

36



  【別紙 2-1】／非公開 

あるいはアンソロジーですね、他の作家さんと一緒に、ある本に描くという仕事はしましたけ

れども、それ以外に、時間のかかるものというのは、する余裕はありませんでした。 

 

 今ご覧いただいたのが、フランス版の第１巻の表紙の鉛筆の下書きですね。こちらが色付けし

た段階。 

 

 さっきのは、表紙イラストをどういうふうにしようかというので、いろいろ考えている途中の・・、

こちらが表紙イラストの検討中のイラストです。 

 

 この後は、少し簡単に、さくっと、私の下書きの例というのをご覧いただきます。 

 

 あと、実際に出来上がった本のページもいくつか交えながら、ご覧いただいていますが・・。 

 

司会： 原画ですね。他にも原画を持って来ていただいたので、そちらも、せっかくなので、ご覧いた

だこうと思います。 

 

Ｌ氏（通訳）：今、これは、右が原画で、左が実際セリフの入った状態ですね。最終的に本になったペー

ジ。 

 

 このページは、例えば全くセリフのないシーンですね。ここはもう、途中なのではなくて、最

終的に出来上がったページで、このシーンはセリフがありません。 

 

 実は、この作品を描いている途中ではたと気付きまして。この作品の 20 ページの時点で、まだ

主人公が一言も発していないということに気付きました。その時はちょっとパニックになりま

した。 

 

 これは、夢を見ているところ、夢の中のシーンです。主人公が夢を見ているところをちょっと

幻想的に描きました。 

 

 こちらは、下書きと・・・ 

 

 今ご覧いただいたのは、下書きと構図決めの段階。そして最終的にできあがった段階です。 

 

 こちらも、作品の一部をご覧いただいていますけれども、例えばこの絵などは、直接水彩で描

いています。墨入れなどはしないで、直接、水彩で描いた部分です。 

 

 この辺は、作品の中の絵をご覧いただいています。 

 

 あと、『ムチャチョ』はまた、１つの恋の物語でもあります。この場合は、男性２人の恋の物語
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なわけですけれども。 

 

 こちらは最後のシーンです。私の作品の最後のシーンです。これは冒頭にお見せした実際にニ

カラグアで撮られた写真、実際にニカラグアで見られたシーンを元にして描いています。 

 

司会： この絵は本当に美しくて、作品を象徴するような絵だなと、すごく印象に残っていますが。 

 

Ｌ氏（通訳）：この『ムチャチョ』という作品の中で、私は、主人公のガブリエルに政治的な意識が発達

していくのと同時に、彼自身の心の中が成長していくところを描きたいと思いました。そして

また、恋愛ですね。 

 

司会： ではちょっと、残りの原画もお見せしますので、もしコメントがあったら、お願いします。 

 

Ｌ氏（通訳）：特に私からは、これ以上、どういうふうに作品を作っているかというのは、付け加えるも

のはないですね。既に先ほどからお話しした形で、こちらの他の原画も同様のやり方で描いて

います。 

 

 ここは一言申し上げたいと思いますが、こういう・・、ここも水彩で描いているわけなんです

けれども、私自身、水彩絵具を使うのが大変好きなほうでして、非常に扱い易いというのと、

そんなに場所を取らないということも含めて、水彩で描くことを気に入っております。 

 

 あとは、水彩の他に、私が別のテクニックを使っているのは、この、白黒で表現しているんで

すけども、例えば、このシーンですね。墨でちょっと描いて、にじませたりして。そういった

やり方で、こちらでは、私が数年前に旅をしたチェルノブイリの風景を描いています。 

 

 こちらは、私の一番最近の、一番新しい作品からの絵でした。私としては、作品のテーマ同様

に、作画の仕方も、様々なやり方に挑戦したいと常に思っているところです。 

 

司会： ・・課程を書いた物語であるとも言えると思うんですが、彼がルーベン神父から「物事の表皮

をめくり上げなくてはならない」ということを言われて、ガブリエルは、絵に対して、描くこ

とに対して、新たな扉を開いたと思うんですけれども、その、本質を描く、見かけの向こう側

にあるものを見るというようなことが、割とルパージュさん自身にとってもテーマなのではな

いかなと感じるところがあったんですけれど、その辺りはいかがでしょうか。 

 

Ｌ氏（通訳）：そうですね。私は基本的に、物事の外側、見かけだけですべてを理解しようと思ってはい

けないと思っています。その向こうには、やはり必ず何か違うものが隠れていることもあるし。

最終的に人間というのは、そういった複雑なものなんだと。見かけと別のものがその奥底にあ

って、そういう複雑なのが人間なんだというふうに考えています。 
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 先ほど、主人公のガブリエルが冒頭 20 ページに一言も発していなかったというお話をしました

けれども、このガブリエル自身、当初は、ブルジョアジー出身の、体制側の出身の人間である

わけで、彼自身ストーリーが進んで行く中で、ある種、あらかじめ与えられた表皮というのを

少しずつ剥がしていく、そういうストーリーになっていると思います。 

 

司会： 物事の本質は複雑で、一緒くたというか一言では言えないというようなことを思っていらっし

ゃるのは、他の作品でも思うことなんですけれども、最新作の『チェルノブイリの春』という

作品でも、とても危険な地域に行かれたわけですね、家族の反対を押し切って。その中で、何

のために、動機は何だったのかというと、やはり真実が知りたかったりというようなところだ

とお聞きしているんですけれども。 

 

 それが、割と、革命であったりチェルノブイリについてという、政治的であったり社会的であ

ったりするテーマを選ばれているわけですが、ご自身のことを、「自分は活動家でもアンガージ

ュマンな作家でもない、政治参加している作家でもない」というふうにおっしゃっていたとこ

ろとも、スタンスが通じるような気がしたんですが、どうでしょうか。 

 

Ｌ氏（通訳）：実際のところ、私自身、活動家でもないし、どこかの政治党内に与（くみ）しているわけ

でもありません。いわゆるアンガージュマンな作家ではないつもりなんですね。ただ、やはり、

いわゆる作品の中に描いている、物の表皮をめくり上げなくてはいけない、見かけの向こう側

のものを見たいという欲求は、私には常にあります。決して楽な、簡単なことではないですけ

れども、やはり現実の世界とか人間というのは複雑なものですから、そういったものをよく知

ろうというときに、必ずしも政治的にアンガージュマンしなければいけないという必要はない

のではないかと思っています。 

 

 例えば、私はこの作品で、反体制ゲリラ、ソモサ大統領に対抗する反体制派の人たちについて

描きましたけれども、この人たちに関しては、影の部分も光の部分もなく、この人たちのこと

は大変よく分かっています。 

 

 最終的には、こういう人たちも、１人の、我々と同じ人間なんだということですね。 

 

 例えば、今ちょっと画像を出していただいていますけれども、最後のほうに、コンセプシオン

という女性がフレスコ画として描かれる。まるで女神のように描かれるわけですけれども、で

も彼女は、もともとはいわゆる売春婦なわけです。 

 

 そしてまた主人公であるガブリエル自身も、非常に勇気のある人間ではありますけれども、や

っぱり時には意気地のないところもあり、さらには彼自身、神学生であるだけじゃなくて、絵

も描くし、ロマンチックな部分もあると。そして同性愛者であったりすると。かくのごとく、

非常に人間というのは複雑な存在なわけです。 
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司会： ガブリエルが仲間を裏切ってしゃべってしまったときに、それがみんなにバレてしまって、「お

前は裏切り者だ」と責められているときに、ガブリエルが、「じゃあ、お前たちだったら黙って

いられたのか、殴り続けられて黙っていたか」ということを逆に問うわけですけれども、その

辺りは、すごく人間的な部分だなと思いました。 

 

Ｌ氏（通訳）：ここでガブリエルは、ただ、仲間にそういう目に遭わされて、ひどい目に遭ったというだ

けじゃなくて、彼自身の気持ちを、ここで初めて主張している場面なんですよね。 

 

 ガブリエルが、ここで、こういう状況に自分の身を置いていることに対して反発して新しい顔

を見せたように、やはり私自身も、時に、今のように、「政治的にアンガージュマンしているん

ですか、活動家なんですか」というようなことを普段から聞かれることがありますけれども・・・ 

  

 ただ、やはり私も皆さんと同じように、見かけと違う自分があったりして、複雑な存在なわけ

で。だから私は、そうやって人にラベルを貼って、「この人はこういう人だ、あの人はこういう

人だ」っていうのは、あまり好きではありません。 

 

 例えば、私はこの本を描くにあたって、先程来お話したように、本当に多くの関係者の方にお

会いして、証言を得て、作品の材料にしております。フランソワーズであったり、あるいは現

地の司祭に会ったり、元反体制ゲリラであった人たちや、大勢の人たちに会って話を聞きまし

た。それで、今こうやって『ムチャチョ』という本になって、この人たちがそれを見たときに、

何て言うだろう？ということは考えますね。例えばガブリエルの・・、例えば司祭が、自分が

同性愛者として描かれていることを御本人が見たら何て思われるだろう？というようなことを

考えます。 

 

 というわけで、この革命に身を投じて命を懸けた人たちが、私の『ムチャチョ』を読んで、一

体どういう感想を持つだろうということを考えます。 

 

司会： 複雑な物事をじっと見るというか、そういうスタンスがあると思うんですが、ニカラグアの革

命のことを描こうと思って描いた作品が、ニカラグアでも影響を与えたというふうに聞いてい

まして、ちょっとそこをお聞きしたいんですけれども。 

 

Ｌ氏（通訳）：実は、この作品がフランスで刊行された後に、ニカラグアの現地に飛んでドキュメント映

画を撮るという企画がありました。これは、ある映画監督さんが私に、当時の革命の関係者に

会うことを提案されました。 

 

 それで、このドキュメンタリー映画を撮るにあたって、現地の革命に関わった司祭の方ですと

か、元ゲリラの関係者と会って、このドキュメンタリー映画ができあがった後は、ニカラグア

で上映会を行いました。 
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 それと同時に、私はこの『ムチャチョ』のスペイン語版を持って行って、現地の関係者の皆さ

んに見ていただきました。 

 

 実は現在も、今日（こんにち）のニカラグアというのは政治的にはなかなか複雑な状況を抱え

ております。革命の後、新しい大統領というのが、これはゲリラ出身の政治家なんですけれど

も、彼は革命を起こすにあたって敵対した、戦った相手であるソモサ元大統領の一派と一緒に

組みまして、国を制御しております。ですので、そういった意味では、なかなか厳しい状況に

なっています。 

 

 決して独裁政治ではないんですけれども、逆に、必ずしも民主主義国家にはなっていないとい

う状況です。 

 

 そこでドキュメンタリー映画の上映、『ムチャチョ』のスペイン語版を紹介した際には、革命当

時のゲリラだった人、反体制のパルチザンだった人たち、そして現地の知識人の方ともお会い

しましたけれども、皆さん仰るには、現政権にはちょっと同意しかねるというお話でした。 

 

 何が問題かというと、現政権の大統領というのは、彼らが闘った革命を、自分の地位確保のた

めに利用していると言うんですね。 

 

 そこで、彼らのほうで提案してくださったのが、この『ムチャチョ』という本を新しい世代の

人たちに大いに読んでもらって、実際の革命がどんなものだったかというのを知ってもらおう

ということなんです。そして、現政権の言っていることが必ずしも真実ではないというのを、

この作品で学んでもらおうということでした。 

 

 私自身は、このニカラグアで会った皆さんのおかげで、この作品を作ることができたんですけ

れども、今度は逆に、その人たちがニカラグアでこの『ムチャチョ』を出すことによって、若

い人たちに革命の真の姿を伝えようという話になりました。 

 

司会： これは、フランス語圏のマンガとして初めてニカラグア語に直された作品だと聞いていますけ

ど。 

 

Ｌ氏（通訳）：実際に、ニカラグアで出版された最初のヨーロッパコミックになりました。ニカラグアと

いうのは、あまり、そんなにマンガが流通している国ではありません。多少アメコミが入って

来ているのと、あとは日本のマンガのスペイン版がメキシコ経由で入っているだけで、いわゆ

るコミックの市場というものは、ニカラグアにはまだありません。 

 

司会： ２年前にニカラグア語で出たと聞いているんですけれども、ルパージュさんのトーンというか、

本当に、複雑さを観察するというのがニカラグアの若者にも支持されたのではないかなという

ふうに思っています。図らずもというか、革命の話を描いて革命的な作品になったような気が
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しているんですけれども、ちょっと表現の話にもう一度戻りたいと思います。 

 

Ｌ氏（通訳）：そうですね、１つには、彼らの国の親の世代が経験した革命を、こうやって絵で見ること

ができるというのが１つですね。あとは、まだまだニカラグアというのは、それほど・・、ま

だまだ男性の強い国ですね。そこで同性愛というテーマが扱われていると。 

 

 その時に・・、今申し上げた２つの点というのは、若い人たちにはちょっとアピールしたよう

なんですけれども、実は、『ムチャチョ』のニカラグア版を紹介してサイン会をしたときに、ニ

カラグアの若い男性が私のほうに寄って来て、泣きながらこう言うんです。「ニカラグア人の同

性愛者が出てくる作品というのは初めて見た、こんな作品を描いてくれてどうもありがとう」

と言うんです。 

 

司会： ちょっと同性愛の話が出たと思うんですが、これは、ガブリエルに罪悪感とか、今の自分への

違和感を表すために重要なテーマだったというふうに書いてあったと思うんですが、割と、他

の作品でもこのテーマが見られるんですね、例えば『〓Névé〓』とかなんですが。やはり同性

愛というのは、ちょっと気になるテーマだったりするんでしょうか。 

 

Ｌ氏（通訳）：ガブリエルに罪悪感を与えたかったというのは、正しいです。これは結局、彼が、より村

の人たちと同化する何かモチーフが欲しかったんですね。というのは、彼自身、自分の出身の

階層の中では、ちょっと普通じゃないんだという、そういう罪悪感の気持ちというのが、逆に、

革命の村の人たちとの距離を縮める理由になるという、そういうふうにしたかったんです。 

 

 周りと違う、自分のいるところにいる他の人たちと違う、という気持ちですね。それというの

は、やはり、自分と違う人たちとも逆に距離を縮めることができるという、そういう効果を与

えるものだと思うんです。 

 

司会： はい。ちょっとすいません、表現のことをお聞きしたいんですが、すごく自然が写実的に・・、

人物もそうなんですが、『ムチャチョ』だとジャングルの様子なんかがとても写実的に描かれて

います。それの制作方法として、まず、すごく抽象的な、カンジンスキーの絵のような構成を

する、そこから線が蔦になったり、塊が岩になったりするということをおっしゃっていて、そ

れがすごく興味深いなと思ったんですが、ちょっとどんな感じかをもう少しお聞きしたいです。 

 

Ｌ氏（通訳）：そうですね。私は基本的に、抽象画は大変好きなほうです。いろいろな形を交差させるよ

うに描いてみたり、そういった抽象的な表現というのは、もともと好きなほうです。カンジン

スキーやクレーのような画家は、とても気に入っています。実際に、持っている絵のほとんど

が抽象画だったりします。こういった、図形や形のあるものの組み合わせ方による表現という

のは、リアルな絵よりも、よりよく人の心の襞（ひだ）というのを表現できるような気がしま

す。それは、実際の現実にある形の、他の表現で表すほうが、より真実に近いというふうに考

えているからなんです。 
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 例えば、具体的には〓森〓を描こうというときには、まず線を引くとことから始めて、そこに

点を加えてみたり、そういったことをやっていくうちに・・、例えば点を人に見立ててみたり

ですね、そういう形で描いていくことで、風景の中に１つの心も表れてくるような気がしてい

ます。 

 

 例えば、そういう意味で、抽象画のような構図から始めて、自然を描いて、その中に人物の感

情が透けて見えるようなやり方ですね。それで、これが下書きで、こちらが完成した原稿です

けれども。線を描いて・・、太い線が木の幹になって、ジャングルの中ですけれども、この中

に、上のほうのコマの、点のように人物を上から見ているところですね。これによって、その

人物の感情というのがにじみ出てくるような、こういった表現のことです。 

 

司会： ある自然をリアルに描くことが真実を表すのではないという、そういうのが、すごく面白いな

というふうに思いました。それを、登場人物の気持ちなんかを表すのに自然が結構適していて、

スクイテンなんかは建物を描くことで面白味を出しているけれども、自分は自然を描くほうが

合っていると〓言った〓のが、すごく納得がいきました。 

 

Ｌ氏（通訳）：そういうところはスクイテンさんと似ているかもしれませんけど、私の場合は、建築を描

くのは、どちらかというと、とっても苦手なほうです。 

 

 皆さんはスクイテンのことはご存知かどうか・・。これから来日される作家さんのお１人です。 

 

 実は、私自身かつて建築を勉強したことがあるんですけれども、町の絵を描くのは、あまり得

意ではないんです。 

 

司会： ということで、今後のイベントの宣伝をしていただいたんですけれども、今日はせっかく来て

いただいたので、ちょっと実演というか、絵を描いていただこうと思っています。すごく描く

のが速くていらっしゃるんですけれども、ちょっと早速じゃあ、その絵を・・。 

 

 この後、同じここの会場で、４時 15 分からサイン会がありまして、こういうものが描いていた

だけるよという例にもなるんですが。 

 

 ではちょっと準備をお願いします。 

 

 

 「沈黙は緊張するんで、ちょっと質問に答えながらいくよ」というふうに仰ってくださったん

ですけれども、ブルターニュのご出身でフルニエという、『スピルーとファンタジオ』という

BD を描いた作家さんと同じ地方のご出身だったんですが、その方に、13 歳から絵の指導を受

けておられたということなんですが、なかなかない経緯というか経歴だと思うんですけど、そ
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の辺り、どうしてそうなったんでしょうか。 

 

Ｌ氏（通訳）：13 歳頃だったかと思うんですけども、ジャン＝クロード・フルニエという、当時 80 年代、

非常に人気のあった『スピルー』というバンド・デシネを描いていた有名な作家さんだったん

ですけれども、『スピルー』というのは、フランスでは『タンタン』や『アステリックス』に匹

敵する有名な人気作品です。それで、このフルニエさんが自分と同じ町に住んでいるというの

で、手紙を書きました。私は 13 歳でしたけれども、その当時すでに、バンド・デシネの作家に

なりたいという気持ちがありました。そしたら返事が来まして、「家に遊びに来なさい」と言っ

てくださったんです。 

 

司会： だいぶカジュアルななれそめだったというか、すごく気さくな作家さんだったんだなと思いま

すが。 

 

Ｌ氏（通訳）：ジャン＝クロード・フルニエさんは、実は、フランカンというフランスで有名なバンド・

デシネ作家に、やはり手ほどきを受けています。そしてフランカン自身は、ジジェという、そ

の前の世代の作家さんに手ほどきを受けている。ジジェといえば、こちらのミュージアムにも

いらしたことがあるというメビウスさんやメジエールさんの師匠であったりもするわけなんで

すけれども。こういった形で、フランスやベルギーの漫画家の間では、上の世代の人が若い人

に手ほどきをするというのは、結構よくあることですね。１つの伝統と言ってもいいようなも

のになっています。 

 

司会： 13 歳から BD 作家にということを志していたそうなんですが、勉強のほうは、先ほどスクイテ

ンで論文を書いたと仰って、建築の勉強をされたということなんですが。その後 BD 作家を志

されたそうですけれども、なぜ、まっすぐというか、そのまま BD 作家になられなかったので

しょうか。 

 

Ｌ氏（通訳）：それは自分でもそう思います、今となっては。なぜ、すぐにバンド・デシネのほうに直接

行かなかったんだろうということは思います。実は、学生だった当時に、建築の勉強をしなが

ら、自分自身の最初の作品を描いていまして。そんな調子で、最初の２作品は、建築の勉強を

しながら描きました。そうやって２足のわらじを履きつつ、このまま建築のほうに行かないこ

とはある程度はっきりしていたんですけども・・。そういった意味では、今思うと、なぜそう

しなかったのかなというふうに思います。私自身そう思います。 

 

司会： あと５分くらいかかるかもしれないというふうに、今おっしゃっていましたが・・。 

 

 今、アンスティチュ・フランセ関西のほうで、来れなかったロワゼル氏と、ルパージュさんの

作品展が３階のサロンでされていますので、そちらも是非ご覧になってください。いろんなペ

ージが展示してあります。 
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 じゃあ、ちょっと・・、画材は何を使っているかというのをお聞きしたいんですけれども。 

 

Ｌ氏（通訳）：特に説明するも何も・・非常に簡単でして、こういった水彩絵具ですね。これ、４色しか

ないんですよ。 

 

 水彩絵具のいいところは、少ない色でいろいろ混ぜて、いろんな色を作ることができますね。

だから、おそらく７〜８色の絵の具があれば、大抵どんな色でも作ることができると思います。 

 

 今ここで使っている色は、そこに投影されているページで使ったのと、ほぼ同じ色を使ってい

ます。 

 

 水彩絵具の、やわらかい感じが好きですね。実は、旅で絵を描いて、それを発表したりするこ

ともありますけれども、先ほどちょっとご覧に入れた、『Névé』という作品のときには、水彩は

まだ、カラーリングは自分ではやっていませんでした。 

 

 もうこれで出来上がりです。 

 

司会： はい、ありがとうございます。（拍手） 

 

 では、ちょっと遅くなってしまって申し訳ないです。この後、じゃあ、20 分からサイン会のほ

うをお願いしたいと思いますので、整理券を持っておられる方は、その時間にまたいらして並

んでいただければと。（映像切れ）質問とかも直接聞いていただければと思います。では、ルパ

ージュさんに大きな拍手をお願いいたします。（拍手） 
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【別紙 2-2】／非公開 

「レジス・ロワゼル×エマニュエル・ルパージュ フランス・コミックスの世界」文字おこし（編集版） 

 

※【 】内数字は、【別紙 2－3】＝ルパージュ氏作成パワーポイントの数字 

 

 

司会： まずは、ルパージュさんの近況をご紹介したいと思います。先月の 27 日、28 日、「アングレー

ム国際ＢＤフェスティバル」に次ぐフランスで 2 番目の規模を持つ BD フェスティバルがサン

マロというところで行われたのですが、そこで、ルパージュさんは、これまでの作品に対し、

グランプリという最優秀賞が与えられました。おめでとうございます。 

  

 さて。 

本日は、日本でも翻訳が出版された『ムチャチョ ある少年の冒険』という作品について、ご

本人からいろいろ制作過程などをご紹介いただいた上で、それまでの彼の活動や、その他の作

品、小さい頃の話などもしていただければと思っております。 

  

皆さん、きっともうお読みになっていると思うんですけども、「ムチャチョ」という作品につい

て直接彼の口からいろいろご説明いただこうと思います。スライドのほうをご覧下さい。 

 

ルパージュ＝通訳（以下 L）：この作品は、ニカラグアを舞台にしています。時期は 1976 年から 79 年、

ニカラグアで革命の起こった時期です。この頃のニカラグアというのは、ソモサという独裁者

が牛耳っていましたが、この国の北の地方――反政府ゲリラ、革命戦士たちがたくさんいる地

域に、この物語の主人公その彼が到着するところから物語は始まります。彼は、神学生なんで

すけども、絵描きでもあります。 

 名前をガブリエルと言います。ガブリエルは、この国でも、いわゆるブルジョアジーの生まれ

でして、どちらかというと、出身としては独裁者に近い側の人間と言えます。その彼が北のほ

うの村に行き、教会でキリストの受難という絵を描くことを頼まれるわけなんですが、その村

で生活をする中で、この国の現実を知って、だんだん革命の意識に、国を変えようという意識

に目覚めて行く―― 

 

 それでは、『ムチャチョ』に関するスライドを、これからいくつかお見せしようと思います。 

 

 日本版は全１巻で出版されましたが、フランスでは 2 巻に分けて出ました。これは、2004 年に

出た第１巻の表紙です。【2】 

 

 茶色く塗ったところがニカラグアですね。【3】 

 

 この作品の舞台となっている 1977 年頃、ニカラグアはアナスタシオ・ソモサ【4】による独裁
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が 50 年来続いているという状況です。 

 例えば、ニカラグアで使われているマッチの工場というのが、すべてソモサ一族のもの。国民

はそのマッチを使うことが強制されていて、ライターを使うことは禁じられている、といった

具合です。 

    【5・6】 

 そうした状況に対し、78 年頃から、反政府勢力というのが現れ、活動を始めます。【7】 

 ゲリラは当初、森に隠れているんですが【8】、徐々に市街部のほうに侵攻して行きます【9】。 

 ゲリラと体制側の闘いは１年と少し続きましたが、これは非常に激しい攻防でした。【10・11】

そして 1979 年、約１年半の内戦を経て、反体制側が勝利するわけです【12・13・14】。 

 

 私の母国のフランスにおいても、当時、このニカラグア革命というのは大変に注目されました。

中南米においてマルクス主義者とキリスト教者が手を携えて１つの革命を成し遂げたという、

そういうケースだったからです。 

 私自身も、当時このニカラグア革命については、聞いたことはあったんですけれども、まだ 12

歳の坊やでしたので、それほど強い興味は持ちませんでした。 

 

 80 年代になって、私はひとりのフランス女性、フランソワーズ・ラボリーユと出会います。彼

女は、ニカラグアを含めて、外国人の受け入れ機関で仕事をしていました。 

 これは、当時彼女が活動していたときの写真です【15】。この当時、ニカラグアでは、識字率向

上運動が盛んに行なわれていて、文字の読めない大人のために読み方を教える教室ですね。 

 

司会： このフランソワーズさんというのは、盛んにいろいろ活動されていた方らしいんですけれども、

彼女からものすごく影響を受けたということをインタビューでも書かれていました。 

 

Ｌ：  ニカラグアは、革命後の 10 年ほどは非常に混乱した状況が続くわけなんですが、フランソワー

ズさんは、そういった状況のニカラグアに飛んで、現地の人たちを、先ほど写真でご覧いただ

いたような形で支援する様々な活動に積極的に参加されていました。 

 彼女は、数ヶ月ほど活動しながら、現地の状況を見聞きして、今ご覧いただいているような写

真もたくさん撮っていた【16・17】。そういったものを見せていただくことで、私は、非常に強

い衝撃を受けました。 

 この『ムチャチョ』という作品は、いくつかの出会いによってできあがった作品と言うことが

できますが、このフランソワーズとの出会いが最初の出会いです。 

 

 その後、私自身、自分のできる範囲で、雑誌や本など、ニカラグア関係の情報を、一生懸命読

むようになりました。【18・19・20】 

 

2001 年には、私自身、初めてニカラグアに行きました。どの程度、当時の革命の爪痕が残って

いるのかというのを、実地に見て来ようと思ったのです。 

 当時の革命に参加した人たちに直接お会いしてお話を聞くこともできました。【21】 
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 こういった現地取材を元に、自分のオリジナルストーリーを考えました。それが、先ほどお話

した『ムチャチョ』という物語です。【22】 

 

司会： これはシノプシスのようなものだというふうにおっしゃっていたんですけれども、どういう感

じで書かれているんでしょうか？小説のように書き連ねているのですか？ 

 

Ｌ：  これは約 10ページ程度のものなんですが、シーンごとにそれぞれ独立した短編のように書いた、

簡単なテキストです。 

 ストーリーの大筋を、ある程度固めた内容で、冒頭から最後まで、一応１つの流れができてい

ます。これが、最終的に 150 ページくらいのバンド・デシネになるための、最初の元となりま

す。 

 

 そういった基本的なストーリーの枠ができましたら、その次は、登場人物のキャラクター作り

です。 

 こういう形でいろいろ人物のデッサンをしながら、最終的にどういうキャラクターにするか、

作り上げていきます【23・24・25・26】。今映っているスライド【25】には、フランスの有名

な詩人アルチュール・ランボーをモデルにしたキャラクターがいます。上の方のキャラクター

ですね。 

 私の作品の登場人物としてランボーを使うというわけじゃなくて、キャラクターを作るときに、

その人物の表情であるとか、身のこなし方であるとか、どんな目つきで人を見るとか、そうい

ったレベルで、ランボーのイメージを参考にしたということです。 

 

 次に、キャラクターのプロポーション設定です。同じ人物をあらゆる角度から描けるようにし

ないといけませんからね。【27】 

 

 自分の作ったキャラクターをしっかりと把握するために、こうやって粘土で立体物も作りまし

た。【28・29】 

 

司会： これはガブリエルだけですか。 

 

Ｌ：  ガブリエルだけです。 

 

司会： 他の作品の主人公に関しても、常にこういうものを作っているですか。 

 

Ｌ：  いわゆる主人公がいる場合は、よくこういうことをしています。 

 プロポーションをきちんと自分のものにするには、１つの便利な方法だと思っています。 

 

 あとは、作品を作るにあたっては、銃器をどのように扱うのかも勉強しました。【30・33】 
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 主人公のガブリエル以外のキャラが、どういう立ち振る舞いをするか――身のこなし方や表情

ですね――そういったものをきちんと決めて行く段階で、こういったデッサンを描きました。

【31・32・34・35】 

  

 こうした作業の後に、シナリオ作りです。こちらは、最初の 2 ページの内容が書かれたもので

す。【36】 

 ここには、テキストの形で、コマ割りですとか、それぞれのコマの中にどういった絵が入るの

かということが書かれています。 

この頃には、それぞれのキャラクターがどういう人物かということは、かなり詰められてきて

います。 

 

 このシナリオの後に、実際に原稿に取りかかるわけですけれども、ここで、それぞれのページ

の構図を決めて、例えば、ここのところは表現を強調したいとか、そういったところを考えな

がら描いて行きます。【37・38】 

 

 これは、兵隊がどういう体の動かし方をするか、どういう表情をするかということを設定する

際のデッサンです。【39・40・41】 

 

 これは、鉛筆による下書きの過程です。【37・38】 

 

そして、今ご覧いただいているのが、墨入れした状態です。【43】先ほどの鉛筆画を元に清書用

の水彩紙にトレースをして、そこに墨入れをしています。 

 ［持参した原画の現物を見せながら］ 

こちらが、同じページの原画。かなり大判な紙に描いています。 

 次が、カラーリングですが、こちらも、今日は原画を持って来ました。 

    ［持参した原画の現物を提示］ 

 水彩で色を付けています。 

 私の場合、墨入れはインクです。墨で線を決めて、水彩で色を付けます。 

 これは、今お見せしているカラー原画の下の部分に当たる箇所です【45】。このシーンは、こち

らの写真を【46】参考にして描きました。 

 

 これも、下絵の鉛筆画ですね【47】。別のページの下絵の鉛筆画です。 

 

この下絵【48】を、この次の段階で本番用の水彩紙にトレースし、カラーリングをするわけで

す【49】。 

 

 気に入らないと、描き直すこともあります。 

 これは、最初こういうふうに描いていたんですけども【49】、ちょっと気に入らなかったので、
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こういうふうに描き直しました【50】。 

最初のコマの辺りは、あまりこう、何が起こっているのか良く分からない感じになっていまし

たので、やっぱり人物を入れたいと思って。 

 

 鉛筆画の下書きの段階でも、そういうことがあります。これは最初、こういうのを描いたんで

すが【53】、こういうふうに変わって来ました【54】。 

 背中を見せているガブリエルが村を見ているわけですけれど、描き直したものでは、それぞれ

の家の人たちの様子を下に描き加えました。 

 

 このページに彩色したものがこちらです【55】。 

 ただ、この時点で、１つ問題があるなと思ったんです。その下に描かれた 5 つの情景は、真ん

中のコマで描かれた主人公が見ている同じ時間のものなんですが、ちょっと分かりづらいかな、

と。 

 それで、さらに描き直して、最終的にこうなりました【56】。ここでは、彼が目にした、村の人

たちのいろいろな姿が、実際に真ん中の絵の中にも小さく描かれています。 

 

司会： この１ページを描き上げるのにどのくらいかかるんでしょうか。 

 

Ｌ：  1 ページに、大体 5 日ぐらいかけていますね。 

 

司会： フランスでは、2 巻が出るまでに 5 年かかったとお伺いしています。しかも、ほとんどこの作品

にかかりきりだったとか。 

 

Ｌ：  そうですね。この作品を描いている間は、ちょっとしたイラスト集やアンソロジーのための作

品を描くという仕事はしましたけれども、それ以外に、時間のかかる仕事をする余裕はありま

せんでした。 

 

 今ご覧いただいたのが、フランス版の第１巻の表紙の鉛筆の下書きですね【57】。そして、こち

らが色付けした段階【58】。 

 これは、表紙イラストをどういうふうにしようかというので、検討中のラフです【59】。 

 

これは、下書きの例です。【61・62・63・65・66・68】 

 

 この辺りのページ【69～74】は全くセリフがありませんが、実は、この作品を描いている途中

で、20 ページを過ぎてもまだ主人公が一言も発していないということに気付きましてね。その

時はちょっとパニックになりました。 

 

 これは、夢の中のシーンです【75】。主人公が夢を見ているところをちょっと幻想的に描きまし

た。 
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 今ご覧いただいたのは、下書きと構図決めの段階【76】。そして最終的にできあがった段階です

【77】。 

 

 この絵は、直接水彩で描いています【78・78】。墨入れなどはしないで、直接水彩で描いた部分

です。 

 

 こちらは最後のシーンです【86】。これは冒頭にお見せした実際にニカラグアで撮られた写真、

実際にニカラグアで見られたシーンを元にして描いています。 

 

司会： この絵【87】は本当に美しくて、作品を象徴するような絵だなと、すごく印象に残っています。 

 

Ｌ：  この作品の中で、私は、主人公のガブリエルに政治的な意識が発達していくのと同時に、彼自

身の心の中が成長していくところを描きたいと思いました。あとは、恋愛ですね。 

 

司会： ガブリエルは、ルーベン神父から「物事の表皮をめくり上げなくてはならない」ということを

言われて、絵に対して、描くことに対して、新たな扉を開いたと思うんですけれども、その、

本質を描く、見かけの向こう側にあるものを見るというようなことが、ルパージュさんのテー

マのひとつなのではないかと思ったのですが。 

 

Ｌ：  そうですね。私は基本的に、物事の外側、見かけだけですべてを理解しようと思ってはいけな

いと思っています。人間も同じで、見かけと別のものがその奥底にり、そういう複雑性を持っ

ているのが人間なんだ、と。 

 ガブリエル自身、当初は、ブルジョアジー出身の、体制側の出身の人間であるわけで、ストー

リーが進んで行く中で、あらかじめ与えられた表皮を少しずつ剥がしていくわけです。 

 

司会： 最新作は『チェルノブイリの春』という作品ですが、革命やチェルノブイリという、政治的で

あったり社会的であったりするテーマを選ばれています。ただ、「自分は活動家でもアンガージ

ュマンな作家でもない、政治参加している作家でもない」というふうにおっしゃっていました。 

 

Ｌ：  実際のところ、私は活動家でもないし、どこかの政治党内に与しているわけでもありません。

いわゆるアンガージュマンな作家ではないつもりなんですね。ただ、やはり、物の表皮をめく

り上げなくてはいけない、見かけの向こう側のものを見たいという欲求は、私には常にありま

す。決して楽な、簡単なことではないですけれども、やはり現実の世界とか人間というのは複

雑なものですから、そういったものをよく知ろうというときに、必ずしも政治的にアンガージ

ュマンしなければいけないわけではないと思っています。 

 

 私はこの作品で、反体制ゲリラ、ソモサ大統領に対抗する反体制派の人たちについて描きまし

たけれど、こういう人たちも、我々と同じ一人の人間ということなんですよ。 
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例えば、最後のほうに、コンセプシオンという女性がフレスコ画として描かれる。まるで女神

のように描かれるわけですけれども、でも彼女は、もともとはいわゆる売春婦なわけです。 

 ガブリエルも、非常に勇気のある人間ではありますけれども、時には意気地のないところもあ

り、神学生であるだけじゃなくて、絵も描くし、ロマンチックな部分もあると。さらには同性

愛者であったりする。かくのごとく、非常に人間というのは複雑な存在なわけです。 

 

司会： ガブリエルが仲間を裏切ってしゃべってしまったときに、それがみんなにバレて、「お前は裏切

り者だ」と責められているときに、ガブリエルが、「じゃあ、お前たちだったら黙っていられた

のか、殴り続けられて黙っていたか」ということを逆に問うわけですけれども、その辺りは、

すごく人間的な部分だなと思いました。 

 

Ｌ：  この場面は、ガブリエルが、ただひどい目に遭ったというだけじゃなくて、彼自身の気持ちを、

初めて主張しているという場面なんですよね。 

 

 ガブリエルが、ここで、こういう状況に自分の身を置いていることに対して反発して新しい顔

を見せたように、やはり私自身も、時に、今のように、「政治的にアンガージュマンしているん

ですか、活動家なんですか」というようなことを普段から聞かれることがありますけれども・・・ 

 ただ、やはり私も皆さんと同じように、見かけと違う自分があったりして、複雑な存在なわけ

で。だから私は、そうやって人にラベルを貼って、「この人はこういう人だ、あの人はこういう

人だ」っていうのは、あまり好きではありません。 

 

 例えば、私はこの本を描くにあたって、先程来お話したように、本当に多くの関係者の方にお

会いし、証言を得て、作品の材料にしております。フランソワーズであったり、あるいは現地

の司祭に会ったり、元反体制ゲリラであった人たちや、大勢の人たちに会って話を聞きました。

それで、今こうやって『ムチャチョ』という本になって、この人たちがそれを見たときに、何

て言うだろう？ということは考えますね。例えばガブリエルのモデルが、自分が同性愛者とし

て描かれていることを見たら何て思われるだろう？というようなことを。 

 

司会： ニカラグアの革命のことを描こうと思って描いたこの作品が、ニカラグア自体に影響を与えた

というふうに聞いています。 

 

Ｌ：  この作品がフランスで刊行された後に、ニカラグアの現地に飛んでドキュメント映画を撮ると

いう企画がありました。 

 現地の革命に関わった司祭の方ですとか、元ゲリラの関係者と会って、映画ができあがった後

は、ニカラグアで上映会を行いました。 

 それと同時に、私はこの『ムチャチョ』のスペイン語版を持って行って、現地の関係者の皆さ

んに見ていただいたんですね。 

 

 実は現在も、今日（こんにち）のニカラグアというのは政治的にはなかなか複雑な状況を抱え
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ております。革命の後、新しい大統領というのが、これはゲリラ出身の政治家なんですけれど

も、彼は革命を起こすにあたって敵対したいたはずのソモサ元大統領の一派と一緒に組みまし

て、国を制御しております。独裁政治ではないんですけれども、必ずしも民主主義国家にはな

っていないという状況です。 

 革命当時のゲリラだった人、反体制のパルチザンだった人たち、そして現地の知識人の方とも

お会いしましたけれども、皆さん仰るには、現政権にはちょっと同意しかねるというお話でし

た。現政権の大統領というのは、彼らが闘った革命を、自分の地位確保のために利用している

と言うんですね。 

 そこで、彼らのほうで提案してくださったのが、この『ムチャチョ』という本を新しい世代の

人たちに大いに読んでもらい、実際の革命がどんなものだったかというのを知ってもらおうと

いうことでした。現政権の言っていることが必ずしも真実ではないというのを、この作品で学

んでもらおう、と。 

 私自身は、このニカラグアで会った皆さんのおかげで、この作品を作ることができたんですけ

れども、今度は逆に、その人たちがニカラグアでこの『ムチャチョ』を出すことによって、若

い人たちに革命の真の姿を伝えようという話になったんですね。 

 

司会： これは、フランス語圏のマンガとして初めてニカラグア語に直された作品だと聞いています。 

 

Ｌ：  実際に、ニカラグアで出版された最初のヨーロッパコミックになりました。ニカラグアという

のは、そんなにマンガが流通している国ではありません。多少アメコミが入って来ているのと、

あとは日本マンガのスペイン語版がメキシコ経由で入っているだけで、いわゆるコミックの市

場というものは、ニカラグアにはまだありません。 

 

Ｌ：  彼らの国の親の世代が経験した革命を、こうやって絵で見ることができるという形にできたこ

とは大きかったと思います。 

 

また、同性愛というテーマが扱われていることも反響がありました。 

ニカラグアはまだまだ男性の強い国です。 

実は、『ムチャチョ』のニカラグア版を紹介してサイン会をしたときに、ニカラグアの若い男性

が私のほうに寄って来て、泣きながらこう言うんです。「ニカラグア人の同性愛者が出てくる作

品というのは初めて見た。こんな作品を描いてくれてどうもありがとう」と。 

 

司会： 同性愛は、ガブリエルに罪悪感とか、今の自分への違和感を表すために重要なテーマだったと

いうふうに書いてありましたが、他の作品でもこのテーマが見られます。ルパージュさんにと

って、同性愛というのは、気になるテーマなんでしょうか。 

 

Ｌ：  ガブリエルに罪悪感を与えたかったというのは、その通りです。彼が、より村の人たちと同化

する何かモチーフが欲しかったんですね。というのは、彼自身、自分の出身の階層の中では、

ちょっと普通じゃないんだという、そういう罪悪感の気持ちというのが、逆に、革命の村の人
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たちとの距離を縮める理由になるという、そういうふうにしたかったんです。 

 周りと違う、自分のいるところにいる他の人たちと違う、という気持ちですね。 

 

司会： 表現のことをお聞きしたいんですが、『ムチャチョ』ではジャングルの様子なんかがとても写実

的に描かれています。それの制作方法として、まず、すごく抽象的な、カンジンスキーの絵の

ような構成をする、そこから線が蔦になったり、塊が岩になったりするということをおっしゃ

っていて、それがすごく興味深いと思ったんですが。 

 

Ｌ：  私は、カンジンスキーやクレーのような抽象画が大変好きでして。実際に、持っている絵のほ

とんどが抽象画だったりします。 

私自身、いろいろな形を交差させるように描いてみたりといった抽象的な表現も好んでいます。

図形や形のあるものの組み合わせ方による表現というのは、リアルな絵よりも、よりよく人の

心の襞（ひだ）というのを表現できるような気がするのです。それは、実際の現実にある形の、

他の表現で表すほうが、より真実に近いというふうに考えているからなんです。 

 

 例えば、森を描こうというときには、まず線を引くとことから始めて、そこに点を加えてみた

りして、その点を人に見立ててみたりですね、そういう形で描いていくことで、風景の中に１

つの心も表れてくるような気がしています。 

抽象画のような構図から始めて、自然を描いて、その中に人物の感情が透けて見えるようなや

り方ですね。 

 

司会： ある自然をリアルに描くことが真実を表すのではないという、そういうのが、すごく面白いな

というふうに思いました。フランソワ・スクイテンは建物を描くことで面白味を出しているけ

れども、自分は自然を描くほうが合っているとも言っていますが、すごく納得がいきました。 

 

 ところで、ルパージュさんはブルターニュのご出身で、ジャン＝クロード・フルニエという、『ス

ピルーとファンタジオ』という、非常に人気のあった BD を描いた作家さんと同じ地方のご出

身だそうで、13 歳から、そのフルニエに絵の指導を受けておられたということなんですが。 

 

Ｌ：  このフルニエさんが自分と同じ町に住んでいるというので、手紙を書いたんです。 

私は 13 歳でしたけれども、その当時すでに、バンド・デシネの作家になりたいという気持ちが

あって。そしたら返事が来まして、「家に遊びに来なさい」と言ってくださったんです。 

フルニエさん自身、実は、フランカンというフランスで有名なバンド・デシネ作家に手ほどき

を受けています。そしてフランカン自身は、ジジェという、その前の世代の作家さんに手ほど

きを受けている。ジジェといえば、メビウスさんやメジエールさんの師匠であったりもするわ

けなんですけれども。こういった形で、フランスやベルギーの漫画家の間では、上の世代の人

が若い人に手ほどきをするというのは、結構よくあることですね。１つの伝統と言ってもいい

ようなものになっています。 
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司会： 13 歳から BD 作家にということを志していたそうなんですが、建築の勉強もされていて、スク

イテンで論文を書いたと聞いています。なぜ、そのまま BD 作家になられなかったのでしょう

か。 

 

Ｌ：  今となっては自分でもそう思います。実は、学生だった当時に、建築の勉強をしながら、自分

自身の最初の作品を描いていまして。そんな調子で、最初の 2 作品は、建築の勉強をしながら

描きました。そうやって二足のわらじを履きつつ、このまま建築のほうに行かないことはある

程度はっきりしていたんですけども……。 

 

［ルパージュ氏に、マンガミュージアム宛のイラスト色紙を描いてもらいながら話を聞く］ 

 

司会： 使われている画材についてお話しいただけますか。 

 

Ｌ：  画材は……こういった水彩絵具ですね。これ、4 色しかないんですよ。 

 水彩絵具のいいところは、少ない色でも、混ぜることでいろんな色を作ることができることで

すね。だから、おそらく 7～8 色の絵の具があれば、大抵どんな色でも作ることができると思い

ます。 

 水彩絵具のやわらかい感じが好きですね。 

旅をして絵を描いて、それを発表したりすることもあります。 

先ほどちょっとご覧に入れた『Névé』という作品のときには、カラーリングは自分ではやって

いなかったんですよ。 

 

 出来上がりました。［完成したイラスト色紙を提示］ 

 

司会： ありがとうございます。 

ルパージュさんに大きな拍手をお願いいたします。（拍手） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

55



  【別紙 2-3】／非公開 

 

【別紙 2-3】／非公開 

ルパージュ氏作成パワーポイント資料 
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「マンガと人類学」第 2 部「諸星大二郎の神話世界」文字起こし（ベタ起こし） 

 

 

（呉） こんにちは。本日のこの企画を進行いたします呉でございます。向かって私の右側にい

らっしゃるのが諸星大二郎さんです。今、総合司会の吉村君からお話があったように、諸星さん

がこういう形でお話しするのは今までなかった、ありませんでしたね。 

 

（諸星） 対談を含めて。 

 

（呉） 私が無理やり口説いてお越しいただいたのですが、そういう意味で、今回のこの企画が

空前絶後という企画になります。 

 諸星さんの作品は非常に特異な作品で、素晴らしい作品をかいていらっしゃるのですが、あま

り人前でお話しするのが得意ではない、そういうのはあまり好きではないとおっしゃいますので、

今までそういうことのお話がありませんでした。ですから、実は本日も、私が諸星さんをかき口

説いた条件として、講演なんてことではなくて、諸星さんのお宅に伺って、私がインタビューし

ながら雑談でもしているようなつもりで出ていただきたいと。私が「こうこうこうですね、諸星

さん？」と言うと「はい」、「違いますか？」と言うと「はい」、これだけでいいという条件で来て

いただいていますので、主役は諸星さんでありながら、実は話すのは９対１ぐらいで私のほうが

多くなるかと思います。しかし、それでは私の本来の役目が果たせませんので、なるべくそれを

８、７、６と少なくして、諸星さんのお話しする内容を１から２、２から３、３から４と多くし

ていきたいと思っております。それで、終わりましたときに、諸星さんのお話が３割以上、私が

７割ぐらいでしたら、今日のこの会は成功とご理解いただきたいと思います。 

 とりとめのないお話から入りましたけれども、まず、やはり人類学という問題で、この中には

専門の学者のかたもいらっしゃいますので、そのお話をして、途中から諸星さんの創作、あるい

はマンガ家としてのかっとう、苦しみ、努力などという話に持っていきたいと思います。 

 多くのかたはすでに、諸星さんの作品はよくご存じだと思います。正式なデビュー、いろいろ

ありますけれども、70 年代の初めぐらいからデビューされて、約 30 年間活躍されていらっしゃ

います。最初の公的なデビューは「ＣＯＭ」という雑誌に作品をかかれたのです。 

 しかし、最初に諸星さんがぱっと光が当たりましたのが、「少年ジャンプ」でやっております手

塚治虫賞というのがあります。この手塚治虫賞というのに諸星さんが登場して、その相前後して

星野之宣さんというかたがデビューされました。お二人がくしくもＳＦ系の作品で名前が星とい

う名前がついている、できすぎたような話なのですが、それで大変注目されました。 

 そのあと、もう一つ手塚治虫賞というのがありまして、これは今年で 10 年めになりますけれど

も、朝日新聞社がやっております手塚治虫文化賞というのがあります。集英社がやっております

「少年ジャンプ」が主催のものは新人賞ですけれども、朝日新聞のほうは新人賞ではなくて作品

に与えられる賞です。これを西暦 2000 年、今から６年前に、主に「西遊妖猿伝」、その他も含め
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まして取られています。つまり、手塚治虫賞という名前の勧進元が違う二つの賞を２度受賞され

たのが諸星さんなのです。 

 私はマンガ評論もやっている立場上、日本のマンガが世界に冠たるものであり、かつ 20 世紀の

半ばから 21 世紀の約 60 年間に、ちょうど勃興期ということもありますけれども、非常に優れた

才能がここに集中している。また文学でいいますと、19 世紀の後半にロシア文学の中に素晴らし

い天才が奇跡のように現れた、それに匹敵するのがこの時代だと思っております。 

 そういう時代に居合わせた自分の幸福をかみしめているわけですが、そういうきら星のごとく

集まっている天才の中でも、ベスト 10 に絶対入れなければいけないというのが諸星さんなのです。

正真正銘のこの人は非常に優れた才能を持っている人だと、私は前から高く評価しております。

そして、なおかついまだにその才能が衰えていない。ついこの間も、グリム、ペローなどに材を

取りました作品が出ておりますけれども、これも大変面白いです。 

 さて、諸星さんの作品をご存じないかたはいらっしゃらないと思うのですが、人類学とどうい

う接点があるのかということで、ちょっと具体的に見ていきます。 

 最初に「妖猿伝」なんか挙がっていますけれども、「妖猿伝」よりも、先ほどありました、いち

ばん典型的に人類学うんぬんということになりますと、やはり「マッドメン」ですね。マッドメ

ンシリーズ、「オンゴロの仮面」というのですが、筑摩書房では合本になりまして「マッドメン」

となっています。マッドメンといっても、これは気が狂った男という意味ではなくて、トランス

状態になっているものですね。主にニューギニア周辺の、ミクロネシアってポリネシアですかね、

とにかくあの辺りです。あの辺りで、体に白い土を塗りたくって神懸かりになる人ですね。 

 ちょうど「少年マガジン」などで今から三十数年ぐらい前に秘境ブームがありました。アフリ

カとか今言ったニューギニアなどが、表紙とかカラーグラビアなどに撮られているのですが、こ

ういうのがちょうど諸星さんが登場する数年前にあります。それから、「マッドメン」が出現する

10 年ほど前にこういうのがありました。 

 私がそのころ二十歳ぐらいでしたから、諸星さんは私よりちょっと若いので 15～16 だったと思

うのですけれども、こういうものはごらんになっていました？ 

 

（諸星） そういえば見た記憶がありますね。 

 

（呉） あまり、これに刺激をされたとか、そういうわけではないですか。 

 

（諸星） 最初見たのは、たしか朝日ジャーナルに出ていた、何か旅行雑誌だったと思うんです

けど、それの特集でニューギニアの顔に化粧をした人たちの写真があったりして、それを見てそ

んなイメージを思いついたのですが。 

 

（呉） 実際にあちらのほうに取材に行かれたということはないですか。 

 

（諸星） いや、全然していません。 
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（呉） ご自分の想像力だけでこういうのをおかきになったわけですね。 

 

（諸星） 最初のほうはけっこう間違いも多くて、あまりよく知らないのにかいていたので。 

 

（呉） そういうのはよくあることですね。マンガ家ならそれで許されてしまいます。学者だっ

たらちょっとまずいですけれどもね。マンガ家の場合は想像力、創造力、その両方があれば、少

しぐらいの間違いは許されてしまうのですが。 

 この「マッドメン」という作品は、こんなふうです。凡庸な作家ですと、こういうおかしな格

好をしているのが出てきて、不思議な話、怖い話、面白い話があって終わりということなのです

が、実はここに土着と近代の問題、野蛮と文明の問題というのも潜んでおります。 

 これも、得てして図式的になりますと、今から 50 年ぐらい前ですと、文明、近代のほうがよく

て野蛮のほうが悪いのだ、それをシビライゼーションすればいいのだということなのですが、だ

んだん時代が変わってきて、1970 年代、80 年代ぐらいになってきますと、むしろ逆に土着のほう

が正しいという、これもまた図式で書かれるような傾向がありました。 

 しかし、諸星さんの場合はそういう単純なものではなくて、土着のほう、伝統、習俗の側の中

において、やはり善玉、悪玉が出てくるという、非常に二重、三重の構造になっています。この

辺が諸星さんの傑出した才能が現れているのです。 

 こういうストーリー展開はどんなところから思いつかれたのですか。 

 

（諸星） これは最初の読み切りですよね。短編の。最初は今言われたように、単純にこういう

未開の少年がやってきて、カルチャーギャップみたいなものが都会と文明でどうこうといった単

純な話だったんですけど、このあともうちょっと、何年か間を置いてから、「鳥が森に帰る時」が

あって。 

 

（呉） あれがよかったですね。 

 

（諸星） その辺から明確に変わってきたのですかね。 

 

（呉） 「鳥が森に帰る時」は出ます？ あのカーゴカルトのやつですね。 

 

（諸星） カーゴカルト。いや、ノアの箱舟を短編にしたやつで。 

 

（呉） カーゴカルトのやつは何ていうタイトルでしたか。 

 

（諸星） あれは「天国の鳥」でしたかね。 

 

（呉） 「天国の鳥」。あれは別ですね。もっと後ですか。 
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（諸星） ええ。 

 

（呉） 私は、カーゴカルトが出てくる「天国の鳥」というのは大学の授業でもちょっと取り上

げているのです。ここで専門の学者のかたがたにカーゴカルトの説明をする必要はないと思うの

ですけど、カーゴカルトのつづりが出ますか。 

 

（事務局） つづり、片仮名でよろしいですか（笑）。 

 

（呉） Ｃ、Ａ、Ｒ、Ｇ、Ｏです。カルト、Ｃ、Ｕ、Ｌ、Ｔ。Ｌですね。これで大学院まで行っ

て修士号を持ってるって許せないですよね。 

 

（事務局） すみません。 

 

（呉） カーゴカルトなのですけど、これは翻訳するとかえって分かりにくくなるので、カーゴ

カルトのまま術語として使われているのですが、カーゴというのは荷物ですね。カルトはオウム

真理教に現れているような、ああいう狂信的な信仰ですね。しょうがないので直訳して積荷信仰

なんて訳しているのですけど、訳してもどっちみち意味が分からないのでカーゴカルトというよ

うになっているのですね。 

 積荷信仰というのは、19 世紀の終わりぐらいからメラネシア諸島辺りで見られ出した不思議な

熱狂的な宗教運動、かつ、これが政治運動にもつながるわけですけれども、「空から神の鳥が我々

のために食べ物とか薬を降らしてくれる」という信仰が現れます。 

 そういう信仰が現れて、そのために、ではそれでいいのだというので、自分たちが今まで蓄え

ていた食料とかニッパやしで造られたボロ小屋などを全部燃やしてしまう。一種の消費、消尽、

費やし尽くす、そんなことも行われてしまうのです。これはつまり、奇妙な人間の中の衝動です。

一種の千年王国的な、幻想の中の神の国を待ち望むようなもの、これがカーゴカルトといいます。 

 これが人類学や、あるいは政治思想のほうでも注目されておりまして、ノーマン・コーンの『千

年王国の追求』とか、そのほかにもカーゴカルトについてはランテルナーリというのが研究した

りしています。マンガの中でカーゴカルトなどをやった唯一最初の例だと私は思っています。 

 当時、こんなのをやってどうなんですか。みんな分かりましたかね。反応はどうだったですか。 

 

（諸星） どうでしょうか。これは月刊「少年チャンピオン」だったので、あんまり・・・。 

 

（呉） 諸星さんの場合には多分、編集のほうも、あまりアンケートとか読者の反応に一喜一憂

なんかしなくていいですよという感じで連載があったと思うのですが、割とうるさくアンケート

結果なんか見せたりしましたか。 

 

（諸星） いや、「チャンピオン」ではなかったですが。 
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（呉） 「ジャンプ」は？ 

 

（諸星） 「ジャンプ」はありますね（笑）。 

 

（呉） 諸星さんの作品に、「アンケートで下位になったから、おまえ次週でやめろ」というのは、

それはないでしょう。 

 

（諸星） 最初からアンケートから除外されていたような感じですけど（笑）。 

 

（呉） 諸星さんの場合、やはり何回かかきだめですか。 

 

（諸星） 週刊誌だとそうですね。ただ、これの場合は月刊誌だったので。 

 

（呉） 関係なくね。 

 

（諸星） 割とマイペースでかけたですかね。 

 

（呉） 今言いましたカーゴカルトというのは、当然ながら土着世界、未開世界における迷妄な

のですが、ただ、これを迷妄として済ませることはできない、何か我々はそこに共鳴するような

ものがあるわけですね。『虐げられた者の宗教』というのがランテルナーリという人の邦題、タイ

トルなのですが、虐げられた人が政治衝動、政治意識を持つのは一体何なのか。それが人間の権

利という形で持つのかという疑問は、19 世紀以来政治学者の中にずっと長い間続いていました。 

 例えば、ホブズボームという学者などは、『反抗の原初形態』という形で千年王国運動とかカー

ゴカルトについて注目しているわけです。つまり、我々は人間の権利とか国民の権利という形で

政治的な問題が結集すると思っているけれども、そうではなくて、幻想的な神話的な作用によっ

て政治意識が作られたと考えたほうが、実は人間の歴史というのはかえって分かりやすいのでは

ないか。大ざっぱに、やや乱暴な言い方をすれば、こういうふうにまとめる研究者が出てくるわ

けです。 

 というのは、戦争にしろ、民衆運動にしろ、何にしろ、単純に考えているような合理的なモー

メントによって動いているのではないのだと。人間とは極めて非合理的なモーメントによって結

果的に合理的な社会ができたとしても、それを駆動しているのは非合理的なものではないかとい

う考えがあちらこちらから出てまいりました。それをマンガの中に、しかも娯楽作として作り上

げるというのは大変難しいと思うのですが、「マッドメン」の「神の鳥」の中にも、主人公の少年、

入れ墨をしているのが主人公ですか。 

 

（諸星） そうです。 

 

（呉） これが土着のほうの世界に生きている主人公で、青年といいますか少年なんですけれど
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も、土着のほうの中にも悪役の、魔法使いの、何といいましたっけ？ アヤンとか何かそういう。 

 

（諸星） 悪霊ですか。 

 

（呉） 悪霊というか。 

 

（諸星） 悪霊がアエンという。 

 

（呉） アエンですね。その悪霊を操るようなのが出ていたり、土着の世界の中においても、必

ずしも近代化されないままの中においての開明派と因習派があるわけですね。そこまで描いてい

るのが大変面白いのですけど、これはそういうシーンでしたっけ。神の鳥が。 

 

（諸星） カーゴが来るというので村の人たちが集まって、あの女の子が新世界のマリアに、言

ってみれば見立てられているという設定ですね。 

 

（呉） そうですね。この下から２コマめのところで変な飛行機が空を飛んでいますけれども、

これはもちろん飛行機ではなくて、飛行機のはりぼてですね。神の鳥、つまり飛行機が、空から

物を降らしてくれる。神の鳥が来て我々に恵みを与えてくれるという信仰を持っているところに、

ちょうど近代社会においては飛行機が発明されます。そして、第１次大戦、第２次大戦が始まり

ますので、斥候隊に向かって先進国、日本とかドイツとかいろいろな国が、飛行機から軍事物資

を先発隊に向かって降ろすわけですね。これがジャングルの中にぱらぱらと降りてくるので、そ

うすると一般民衆は、「ほら、やっぱり神の鳥はいて、我々のために薬とか食料を恵んでくれる」

と言い出したわけです。 

 そのときに彼らが考えるのは、神の鳥が来ないときにどうしたらいいか。これにはそのための

デコイ、おとりの鳥ですね、これを作らなければいけないというので、はりぼてで飛行機を作る

わけです。これは 1960 年ぐらいまで、実はそういうのが残っていたという話があります。グァル

ティエロ・ヤコペッティの「世界残酷物語」の第１話か第１章か何かに、現にそういうはりぼて

の飛行機があって、その周りで踊っている人たちが映されているのですが、そういう意味で、こ

の変なはりぼての飛行機があるわけですね。 

 ところが、これが悪霊のほうによって本当に空を飛び出してしまう。これを先ほどの少年はま

やかしの飛行機だというので、これを打ち落とすシーン。これも先ほどのところですね。こんな

ところでしょうかね。 

 ということは、この少年の主人公は、呪術世界に生きていながら、その中でも冷静な理性を持

っている。これが非常に面白い造形ですね。最初から呪術世界を全否定するわけではなくて、土

着社会、呪術世界を肯定しながら、なおかつその中においてそれを因習のままに置いているのと、

そうではない人の区別をしているというところが非常に面白いのですが、こういうキャラクター

造形というのはどういうところから作るのですか。 
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（諸星） 主人公のことですか。最初はすごい単純に、いわゆる原始社会の原始的なエネルギー

みたいなものと文明社会のカルチャーギャップみたいなものだったのですが。 

 

（呉） でも、同じ原始の社会の中でも、ただ単に呪術と迷信だけで生きているのと、この少年

みたいに、その中で民衆に何かを覚せいさせ、近代社会と拮抗関係を持つ自分たち独自の世界を

作っていこうみたいなところがね。 

 

（諸星） ちょっとそう単純な。主人公の背景にあるのは「大いなる仮面」という守護霊みたい

なのがいて、それが導く世界の秩序をコドワが形にするといった存在になるように作る。それに

対峙するものとしてアエンがいるということで、善と悪の関係の中にいわば身を置いていて、そ

れでなおかつ文明社会ともつながりがあるという存在なので。どっちがメインかってちょっと難

しいのですが。 

 それで、アエンに操られているという人間がいるのですよね。呪術者や宗教のリーダーみたい

な。この連中は、言ってみればアエンが利用して、例えば新興宗教を興した連中で、例えば最近

いろいろ新興宗教がありますよね。オウムなんかは一見、それに。 

 

（呉） オウムよりこれは 20 年ぐらい前ですね。 

 

（諸星） ちょっと近いものがあるかもしれない。 

 

（呉） この少年がアメリカに行く話もあるでしょう。 

 

（諸星） ちょっとありましたね。 

 

（呉） この少年をアメリカへ連れていくと、先ほどおっしゃったカルチャーギャップのところ

がもっとはっきりして面白いとか、そういう意図ですか。 

 

（諸星） いや、あれは単に復讐に行くというだけで、あまり深い意味はなかったと思いますけ

どね。 

 

（呉） そうですか。あれ面白いなと思ったんですけどね。 

 というふうに、「マッドメン」というのは非常に興味深い、特に人類学をやっている人にとって

は興味深いお話だと思います。 

 もう一つ面白いのは、土俗世界、伝統世界といいますか、それを外側から開放するわけではな

くて、土俗世界を土俗世界のまま受け入れてみたらどうなるか。その中にはそれなりの論理、思

考方法があるのではないかというように私は読んだのですが、「砂の巨人」という作品があります。

これは今、「砂の巨人」は、単行本はもうばらされて別の作品に入ったのですか。 
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（諸星） 「砂の巨人」だけ集英社から出た短編集に入っているのですね。薄い本ですけれども、

これは朝日ソノラマの薄い本ですが。 

 

（呉） あれはソノラマで、もともとが「マンガ少年」か何かでしたっけ。 

 

（諸星） 最初のときはそうですね。 

 

（呉） これに載ったのが「砂の巨人」の短編。私は、かってに諸星大二郎の蛮族もの、蛮族、

バルバロイですね、蛮族ものと言っているのですが、これは中に起承転結のストーリーがほとん

どない作品ですよね。 

 

（諸星） ああ、そうですか（笑）。 

 

（呉） ご自分では起承転結を入れたつもりですか。 

 

（諸星） 一応（笑）。 

 

（呉） これは私は非常に面白くて大好きなのですが、若い人なんかに言うと、「いや先生、もう

そういうタイトルのものはないですよ」というので１回調べてみたら、ばらしてなっているので

すけれども。 

 アフリカのこういうまた土俗世界、しかも近代社会、先ほど言いましたように、近代社会と別

な論理がその中にちゃんとあるのだと、私は読んだのですが、どうですか。そういうこととはち

ょっと違うのですか。 

 

（諸星） どうでしょうね。僕はアフリカの話をかきたくてこれをかいてみたのですが、これ一

本きりで終わってしまいましたが。 

 

（呉） でも、これは架空の話でしょう？ 

 

（諸星） ええ、そうです。 

 

（呉） 実際の話ではないですよね。これと同じようなので、今から７～８年前ですか、「夢の木

の下で」でしたかね。「夢の木」。 

 

（諸星） 「夢の木の下で」。 

 

（呉） あれはＳＦ仕立て、ファンタジー仕立てで、はっきりアフリカでも何でもない架空の話

になるのですね。 
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（諸星） そうですね。だから、アフリカ、サハラが乾燥し始めたころの話で、タッシリ・ナジ

ェールとかに何千年も昔に岩絵の文化があって、その中に牛の絵とか放牧の絵とかに混じってい

るもので、馬の絵がある。それでその馬が・・・。 

 

（呉） ちょっとその絵は出ますか。 

 

（諸星） 北アフリカから来た馬で、というような説があるのですが。 

 

（呉） うんうん。ベルベル人のですね。 

 

（事務局） この辺ですか。 

 

（諸星） その女の子はちょっとクレタ人っぽいですけど、そのイメージでかいたんです。 

 

（呉） 確かに、舞台その他は具体的な岩絵とかそういうのが描かれているのですが、「夢の木の

下」ぐらいになりますと、これはもう架空の話ですから、諸星さんの完全な想像力だけですね。 

 「夢の木」は出ますか。 

 

（事務局） 「カオカオ様」なら出ます。 

 

（呉） 「カオカオ様」でいいです。 

 逆。これ、逆でも何でもどっちみち同じ（笑）。こういう訳の分からない、すごくめんどくさい、

これが私はものすごく面白くて、このとき、それまでにも時々あまりにも感動すると諸星さんに

手紙を出していたのですけど、このときも手紙を出しまして。これはすごいなと言ったんですけ

どね。 

 これは、すみません、どこでしたっけ。 

 

（諸星） これは、何といいましたかね、マガジンハウスから一時出ていた。 

 

（呉） 「アレ」か何かでしたっけ。 

 

（諸星） 「コミック アレ！」というやつですね。もうないですけど。 

 

（呉） これは読んでも意味が分からない作品ですけどね（笑）。その分からないところがすごい。

分からないままに感動だけが残る。これは何か途方もないコミックだという気がするんですけれ

ども。 

 分からないところがすごいというのはどういうことかといいますと、この中に関係者がいたら
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ちょっとごめん被りますけれども、坊さんが読んでいるお経というのは、あれも分からないから

ありがたい。これは分かることを最初から拒否しているのですけど、これはそうではなくて、我々

の思考とは別の思考体系を考えると、漠然と分かってくる。つまり別の思考体系もあるというと

ころが非常に面白いのですけどね。 

 これは何か、主人公の少年が変な町に行きますと、年に１回ここにはカオカオ様というのが通

って、そのカオカオ様というのは何か、実はおまえであるとか、何か訳の分からない話なんです

けど。何なんですか。分かろうとしても分からないので。 

 

（諸星） それは何ですと言われても困るのですが、とにかくこういうものだと、このまま受け

入れてもらえれば。 

 

（呉） まさしくそこなんですね。こういうものだというところがすごいわけで。こういうもの

だというのは、つまり我々と別の何かがある。何かがある以上は何かの中に論理があるのだけど、

それは我々の中のシンタックスとは別のシンタックスによって動いている。こういうことですね。 

 言葉でしゃべってしまえばこれだけなのですけど、これを造形化して、なおかつ、この中に起

承転結がないといいながら、ちゃんと話が流れているというところがすごい作品ですね。こうい

うのは、それこそ人類学でいうときに、別の世界を理解しようとして、理解できないときにどう

なるのか、あるいは自分と違う世界をどのように理解しようとするのかというのとつながってく

るのではないかと、人類学者ではない素人の私としてはそのように考えています。いずれにして

もこの造形の面白さですよね。 

 諸星さんは、絵はだれかアシスタントの体験とかあるんですか。 

 

（諸星） いや、ないですよ。 

 

（呉） 全部自分だけですか。 

 

（諸星） 大体一人でぼちぼちやってきただけなので。 

 

（呉） 昔からマンガ少年とか、子供のころからだれかの絵をお手本にとか、そういうのはあり

ません？ 

 

（諸星） 昔の「漫画少年」さんですか？ 

 

（呉） いやいや、違う。ご自分がマンガ少年であったかどうか。 

 

（諸星） そうですね。やっぱり手塚さんの影響は受けましたけどもね。 

 

（呉） 絵は全然違いますよね。 
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（諸星） 模写とかしたことないんですよね。 

 

（呉） 最初から、では自分なりにこういう絵をどんどんかいていた。 

 

（諸星） いや、最初ははっきり言ってすごい下手だったので。落書きみたいなもので。 

 

（呉） いや、みんな、それはマンガ家は最初そういうところから始まっているので。 

 

（諸星） 少し高校生ぐらいのときに、だんだんマンガっぽくなってきたようですね。そうする

と何か手塚さんの絵に似ているようで。それが嫌でしばらくかかなかったという時期もあります。 

 

（呉） 「ＣＯＭ」の初期のころとは。やはり絵は随分違いますよね。あのころはやはり未完成

という感じがしますけどね。 

 こういう独自の絵ですね。俗に、諸星さんが横にいて失礼なのですが、マンガ家仲間で言われ

ているジョークというのがありまして、「ありがた迷惑」というテーマなのですが、マンガ家が締

め切りでものすごく、あしたの何時までに原稿を入れなければいけない。アシスタントが３人し

かいないから、これではかけないと言ってるときに諸星大二郎が手伝いに来たというのがあった

のですね（笑）。それで大いに笑ったのですけど、確かにこの絵で手伝いに来られても、ほかのマ

ンガ家の人は全然、何の手助けにもならないと思いますけれども。 

 つまり、この話はどういうことを意味しているかというと、諸星大二郎の絵は諸星大二郎の作

品向けのみにかかれている絵だ。こういうことなのですね。これは非常に珍しい例です。 

 というのは、マンガ家の場合には、先ほどもお話が出ましたように、手塚治虫さんという戦後

マンガを作り上げた人がいらっしゃいます。これは、何でもかんでも手塚さんの手柄にするのは

おかしいというので、最近、私も含めていろいろな細かい異論は出ているのですが、それでも事

実上、戦後マンガを作り上げた原動力の多くは、手塚治虫に帰すことができる。 

 その手塚治虫が、マンガの絵は記号であるということを言っておりまして、これは非常に名言

なのです。別な言い方をすれば、これはいろいろなところにアプリケーション可能な、応用可能

な絵であると。つまりほかの人がかいてもいいし、自分もかくことができる。これは複製芸術で

あれば当然なのですけれども。 

 しかし、その中においても、この作品はこの作家でなければかけない。しかもそれが同一人物

であるという例は当然存在しているわけです。これは、諸星さんが諸星さんの作品をかかなかっ

たら全く意味がない絵なのです。それがこういう、この造形にも、このペンタッチにもよく現れ

ていると私は思っております。 

 それから今ずっと人類学系の話をしておりましたけれども、人類学、これはアンソロポロジー

でもありエスノグラフィでもあるのですが、それが一国になりますと民族学のほうになります。

民俗学と今言っていっているエスノグラフィのほうではなくて、方向はこうですね。これも諸星

さんには非常に面白い作品があります。特に古代史に想を取りまして、諸星天才という説が確定
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したのは、「妖怪ハンター 稗田礼二郎シリーズ」というのがあります。 

 実は、後でお伺いしますけれども、「妖怪ハンター」というタイトルは、諸星さんはあまり好き

ではなかったらしいです。編集の指導でつけられたのですが。ですから稗田礼二郎シリーズです

ね。稗田礼二郎というのは、もちろん稗田阿礼からつけているわけですが。 

 これですね。「妖怪ハンター」。これは「海竜祭」だけですけれども、これ以外のシリーズもあ

ります。この作品、どれもこれも実に素晴らしいのですが、特にこの中で、読んだ人がみんなす

ごいなと言い出したのが「生命の木」という作品です。 

 「生命の木」は、そのころ、諸星さんがまだ社会的に多数認知されていないころで、「おまえ、

諸星知ってるか」「ああ読んだ、読んだ」というような次元だったのですが、特にその中の「生命

の木」はすごくて、この中の「オラと一緒にぱらいそさ行くだ」というのは、アンダーグラウン

ドなといいますか、マニアックな世界で流行語になったぐらい（笑）。ほとんど意味もなく、何か

という「オラと一緒にぱらいそさ行くだ」「おまえ、かってに行けよ」とかですね。それぐらいす

ごい作品で、これはこのシリーズの中でいちばんすごい作品ですね。 

 ご自分ではどうですか。このシリーズの中で自分が好きとか、いちばん思い入れが強いとか、

そういうことはあまりありません？ 

 

（諸星） これを読んだ人はみんな、最後のこのシーンがすごいと言ってくれて、このシーンが

最初に見えていただけなのだろうと言われるのですが、そういうわけではないのですが。 

 これはもともと、隠れキリシタンの聖典があって、「天地始まりのこと」というのがあるのです

が、それを読んで非常に面白かったので、それとよく似た資料を自分ででっち上げてしまおうと

いう。その中に出てくるのですけどね、天地始まりのことが。それをもとに日本にキリストがい

たという話を。キリストが、「じゅすへる」といったのですか、そんなお話にして、そういう架空

のキリスト伝説をでっち上げるのが目的だったのです。そんな話を作っていくと、はっきり言っ

て普通の少年マンガのかき方だと収拾がつかなくなるわけです。 

 

（呉） これ「ジャンプ」でしたよね。 

 

（諸星） そうです。「少年ジャンプ」でやったので。 

 

（呉） こんなの「少年ジャンプ」に載せて、だれが分かるんだという（笑）。 

 

（諸星） どうしても結末としてこんな結末しかつけようがなくて。「少年ジャンプ」でこんなも

のかいていいのかなと本当に思った（笑）。 

 

（呉） 編集は怒らなかったですか。 

 

（諸星） いや、もう・・・。では編集にどういう結末にすればいいんだと言っても編集も困る

でしょうしね。結局このラストしか思いつかなかったわけですね。これでしか話の結末のつけよ
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うがないのでかいちゃったという（笑）。 

 

（呉） 今、諸星さんがおっしゃいました「天地始まりのこと」というのは、これは本当にきち

っとしたキリシタン文書としてあるのですが、設定としては、よくあります「ムー」とか「トワ

イライトゾーン」とか、あっち系の話ですね。つまり、東北の方に、本当はイエスは処刑されず

に流されてきたという話があります。これは別に研究すると面白い。 

 研究すると面白いというのは、本当にイエスが来たのではなくて、そういう共同幻想が日本の

ナショナリズムの勃興とともにどういうふうに出てきたかという研究をすると面白いという意味

ですが、もちろん歴史学的には、そんなイエスが流れ流れて来て東北に着くなんてことはありえ

ないわけですし、それから、処刑されたのはイエスの弟であってイエスは生きていたというのも

荒唐むけいな話なのですが、そういう伝承があります。 

 その伝承の部分は読者へのための骨格としてあるだけで、いちばん面白いのは、今、諸星さん

がおっしゃったように、「天地始まりのこと」というキリスト教の創世記が、日本に宣教師によっ

てもたらされる中において日本流に変容していく、その話があるのです。同時にそれを、キリス

ト教の中ではいわば自分たちの中での暗部といいますか、あまり言えないようなところを日本人

の想像力の中で補っていくようなところがあって、非常に面白いですね。 

 ちょっと精神的に欠落している人間にとっての救済は何かみたいな話に最終的になるわけです

けれども、それは不気味なような神秘的なような感じで、最後のシーンは非常に面白かったと思

います。諸星さんには大体そういうところがありまして。 

 これがちょっと精神的におかしい人物ですね。左の真ん中に「あー」なんて言っているこうい

う人物が出てくるのです。こういうところが非常に面白いのですが、あれはどの作品集に入って

いましたかね。いちばん最初に手塚賞、前の手塚賞を取られました「生物都市」。 

 

（諸星） 「生物都市」の話ですね。 

 

（呉） あれはどこに入っていましたか。「妖怪ハンター」に入っていました？ 

 

（諸星） うーん。「妖怪ハンター」は・・・。 

 

（呉） 最初の版の後ろの中に入っていましたね。 

 

（諸星） 最初の新書版には入っていましたね。 

 

（呉） 入っていましたね。今はどこに入っているか分かりませんけれども。 

 

（諸星） Ａ６版の。「失楽園」に入っていますね。 

 

（呉） 絶版にはなってないですよね。入手はできますよね。 
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（諸星） 一応版が生きているようですが、今では本屋にはないかもしれません。 

 

（呉） 「生物都市」が出ていますね。はい、これですね。これは、初出は「少年ジャンプ」で

すね。 

 

（諸星） そうです。 

 

（呉） こんなものがよく「少年ジャンプ」に載ったという感じがするのですけれども。これも

読む人にためにあまり、衝撃が半減しないために細かいことは申し上げられませんが、普通のＳ

Ｆのようなストーリーがあって、カタルシスがあるというのではなくて、結論が出てきたときに

ものすごくいやーな感じになる。 

 いやーなというのはどういうことかというと、グロテスクとかそういうのではなくて、我々が

知っている論理と別の論理の世界がそこに描かれるのですね。これは並大抵の才能でできること

ではありません。 

 しかも、このときまだ諸星さんは 25～26 ぐらいじゃないですか？ 

 

（諸星） そうですね。 

 

（呉） そうですね。このタイトル「生物都市」とか、この最初に何か宇宙船みたいなのが出て

いるのを見ますと、ごく普通のストーリーのある、あるいはアクションシーンもある、そういう

ＳＦかと思うのですが、結論は全然違うという、非常に優れた作品です。 

 こういう異世界といいますか、不気味な世界を不気味な世界の論理のまま描かせるということ

にかけてはもう諸星さんは天下一品で、その右に出るかたはいないですが、そういう思考方法み

たいなのはどの辺からご自分では出てきたと思います？ あまり考えたことはないですか。 

 

（諸星） いちばん困ること。 

 

（呉） この「生物都市」、先ほど読者に迷惑にならないようにと申し上げましたけど、あの最後

のシーン。ぐちゃぐちゃとなっているようなところなんか、どういうふうにしてああいうのを考

えつくのですか。 

 

（諸星） ぐちゃぐちゃだよね。何ですか、何かぐちゃぐちゃなものが好きなんですかね（笑）。 

 

（呉） それは部屋の中もぐちゃぐちゃにしているとか、そういう話ですか。 

 

（諸星） いや、そうでもないです。けっこう片付いている。頭の中のほうがぐちゃぐちゃです

ね。 
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（呉） こういうぐちゃぐちゃは当然、普通の人から見れば不気味なわけですよね。このラスト

シーンのぐちゃぐちゃというのは。そのぐちゃぐちゃ、どろどろを何か描いてしまう。こういう

シーンですけどね。このシーンですね。 

 

（諸星） 普通そういうのはみんな、けっこう好きな人がいるようで。かくのはけっこう、みん

な快感なようですけど。 

 

（呉） 諸星さんと性格その他は対極なのですが、天才ぶりにおいては並び称してもいいと思う

楳図かずおさんというかたがいらっしゃいますけれども、楳図さんもよくそういうことを言って

らっしゃるのです。若いころは、ただ即物的に不気味なものを描きたかったと。例えば蛇。「蛇少

女」とか、お母さんが蛇になってしまう。蛇は、ただ単に人間は気持ち悪いとか怖いと、それで

これを描く。ところが、ある段階から心理的な不気味さを描くようになってきたとおっしゃって

います。 

 これはそのとおりで、即物的なものの恐怖や不気味さを描くことに関しても、彼はやはり天才

的なのですが、「それだったら実物の蛇のほうがもっと怖いじゃん」ということで終わってしまう

わけです。ところが、人間の心理の不気味さを描くようになってから、彼はその天才ぶりがさら

に１段階グレードアップするわけですけれども、そういうものはかなりの精神的な操作がなけれ

ばできないと思うのですね。 

 諸星さんの今のお話ですと、不気味なものは好きな人がいるし、かきたがる人もいるとおっし

ゃるのだけれども、それだったら何もこういう不気味さをかかなくてもいいような気がするんで

すけどね。どろどろに生物がくっついてしまっている不気味さというのはね。 

 

（諸星） 不気味なものというのは結局、慣れてないから不気味だと思うので。楳図さん的なと

いうのは楳図さんがかいているし、水木しげる風なのは水木さんがかいていますからね。自分な

りにということをいうと、何か自分なりのものを出さないといけないということではないですか

ね。 

 

（呉） この中に、そこまで言語化して諸星さんが意識されたかどうか分からないのですが、近

代的個みたいなものが我々はあると思っているのですが、それがなくなってしまっていく不気味

さみたいなことまではお考えになりましたか。 

 

（諸星） そこまで考えたか分からないですが・・・。いや、そこまで哲学的には考えてないで

す。 

 

（呉） 理屈が先行すると理が勝ってしまって、作品としてあまり面白くなくなりますよね。 

 

（諸星） いろいろな文献とか物とか全部融合して、イメージ的なものが先行はしていると思い
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ますが、ただ、それを怖いと不気味で、何かにしちゃったのですかね、これは。何か一応ユート

ピアということにしてますけれども。 

 

（呉） そこが面白いですね。ここが不気味なんだけど、それがユートピア。つまりユートピア

というのは、あこがれでもあり、実際ユートピアが実現したら、それは極めて不気味なのではな

いか。 

 私がよく言う例なのですが、北朝鮮のパレードとか何かのときはみんな、そこに集まっている

何十万人という人がみんなにこにこ笑っている。世界じゅうの人がみんなにこにこ笑ったらいい

社会になるよといったら、実は北朝鮮ではないかというようなものですね。世界じゅうの人が全

員にこにこ笑い出したら、これは異常な世界だというような不気味さがここにあるような気がし

ています。非常に衝撃を受けました。この人は将来すごく伸びるのではないかと思って注目した

のも、それは間違いなく伸びたのですけれどもね。 

 同じくこの「ジャンプ」の中で、先ほども出ましたように、「妖怪ハンター」シリーズの第１巻

の新書版の後ろにはこの作品、「生物都市」が載っております。「妖怪ハンター」という名前、先

ほどちょっと言いましたけど、あまりご自分ではうれしくなかったようなお話ですが。 

 

（諸星） これは編集者さんがつけたもので、最初はちょっと抵抗あったのですが、でも、随分

長いことこれで来たから、最近はもうなじんじゃっていいかなと。 

 

（呉） 最初はどんなタイトルだったのですか。 

 

（諸星） 最初は、自分では一応「黒い探求者」という、マンガらしくないタイトルですが。そ

のあとは、本当は「妖怪狩り」にしたかったんですけど、「妖怪ハンター」になっちゃって。 

 

（呉） 「黒い探求者」は、短編ではこれが最初についてるんですかね。 

 

（諸星） 第１話のタイトルですね。 

 

（呉） これをシリーズ名にされたかったわけですね。これは珍敷塚かどこかの古墳ですね。 

 

（諸星） 装飾古墳。 

 

（呉） 装飾古墳ですね。はい。これで日本の古代史を作品化するということになったのですが、

日本の古代史や民族学。柳田国男の『妖怪談義』とか『一つ目小僧その他』なんていうのがあり

ますけれども、柳田国男は字を書かなくても大丈夫ですね。『妖怪談義』も大丈夫ですね。 

 特に『一つ目小僧その他』に出てくる一つ目小僧論ですね。これが幾つかモチーフに生かされ

ているところがあると思いますけれども、この辺はやはり読んで面白く思われたのですか。 
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（諸星） そうですね。柳田国男は、『一つ目小僧その他』あたりにはまってたところがあるので、

一つ目小僧は何度か使いました。 

 

（呉） 一つ目小僧の話、三つ、四つありますよね。使われているのはね。 

 

（諸星） この稗田もののシリーズにも、「鎮守の森」という短編でもそのまま使って・・・。 

 

（呉） 中には学生諸君であまり詳しくないかたがいると思うので、ちょっと補足いたします。

柳田国男は、一つ目小僧伝説というときには、目にこれがついているのは、ただ単に不気味な人

物というだけではなくて、それは神が印をつけているのだと、つまり神のほうの側に入っている

印であるというようなことですね。それが柳田国男の面白いところなのですが、同じように、一

つ目の人物がこの村には何で多いのだろうというような話も諸星さんの中にもたくさん出ていま

す。 

 これが初期の作品の妖怪ハンター系のものですけれども、手塚治虫賞を受賞された「西遊妖猿

伝」の話をちょっとしてみましょうかね。「西遊妖猿伝」はありますか。 

 これはタイトルどおり『西遊記』ですね。孫悟空の話ですね。『西遊記』の話をもとにして描か

れています。『西遊記』というのは子供が喜びそうなので、マンガにも何度もいろいろな人がいろ

いろな形でしています。手塚治虫さんが「ぼくの孫悟空」、これは 60 年ぐらい前の作品ですけれ

ども、しておりますし、杉浦茂さんも『西遊記』をマンガ化しております。その他もろもろ数え

れば切りがないほどマンガ化されています。それから、テレビドラマになったり、アニメになっ

たり、いろいろな形で出ています。それを諸星さんは全然違う形でしたのが非常に面白くて。 

 ただし、この作品は非常に不幸なことに、この作品を連載すると雑誌がつぶれるというのがあ

りまして（笑）。何回ぐらい雑誌が変わりました？ 

 

（諸星） 雑誌は３回ぐらいですよ。 

 

（呉） 最初は何でしたっけ。 

 

（諸星） 最初は「スーパーアクション」という雑誌で。 

 

（呉） 双葉社の「アクション」の別冊のＳＦ版というやつですね。 

 

（諸星） いや、あれがつぶれたのは僕のせいではないのだけれども（笑）。 

 

（呉） あれがつぶれて、それからどこへ行きました？ 

 

（諸星） 双葉社系の「コミックアクションキャラクター」という雑誌で掲載されたんですよね。 
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（呉） 「アクションキャラクター」ですね。 

 

（諸星） つぶれたのは、僕のが切られてしばらくたった後ですから。 

 

（呉） これは関係ないですね。製造責任はないですね。そのあとはどこへ行きました？ 

 

（諸星） そのあとは、潮出版の「コミックトム」。 

 

（呉） 「コミックトム」ですね。 

 

（諸星） あの雑誌もだめになったね（笑）、どっちみち。 

 

（呉） 雑誌は別に、諸星さんが頑張ろうが頑張るまいが、だめになるときはだめになったので

すけれども。でも、いい作品いっぱい載ってたんですけどね。商業性はなかったかもしれません。 

 というわけで、この作品は非常に、諸星さんは大体短編読み切りのほうが多いのですが、中で

は例外的に長編で、これ全部、単行本何冊ぐらいになりますか。 

 

（諸星） たしか 16 巻でしたかね。 

 

（呉） そうですね。けっこう長い作品ですよね。その間に、例えばこれが双葉社で、先ほど言

いましたように、諸星さんのせいでつぶれたわけではない証拠に、いちばん盛り上がっていると

きには、「西遊妖猿伝」のムック、大型のムックも出ております。 

 余談になりますけれども、その中にとじ込みで「西遊妖猿伝」とは関係ない絵がかいてありま

した。これは双葉社の「漫画アクション」で、いろいろなマンガ家が口絵、カラーページに、僕

のふるさとという、自分の子供のころの思い出の故郷の原風景を描いたカラーのとじ込みが入っ

ていました。そのシリーズの中で、30 人ぐらいの常連のかたが描いているのですが、私がいちば

んすごいなと思ったのは、諸星さんの子供のころの少年の時代の風景です。 

 これはそのあと、週刊誌ですから週刊で読み捨てになってだれも気づかないのです。私は、あ

れは惜しいのでぜひともどこかで再録してほしいと思っていました。この「西遊妖猿伝」のファ

ンジンといいますか、ムックが出るときに、関係ないけどとにかく入れろと言ってそこに入れて

もらいました。どこかで入手されたらそれをぜひごらんになってください。 

 諸星さんが幼年時代を過ごされた昭和 20～30 年代の東京荒川の周辺、いわゆるお化け煙突とい

うのがあったところなのですが、夕焼けの中のシーンです。これが懐かしいような、それから諸

星大二郎特有の不気味なような、非常に懐かしさと不気味さが融合されて素晴らしいので、ぜひ

ごらんいただきたいと思います。 

 さて、余談から話を戻しまして、「西遊妖猿伝」ですが、そういうふうにひところは特集のムッ

クが出るほど人気がありましたけれども、やはり雑誌を乗り継ぎした関係上、あれはどうなるん

だと、お話がまだ終わってないでしょう。 
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（諸星） 一応、第１部か第２部かになるのですが、一応『西遊記』ですからね。玄奘三蔵が西

域へ行く話で、中国を出て西域へ向かうところで第１部完になっているんです。 

 

（呉） 本当は、原本のほうは西域へ向かってからさまざまな妖怪が出たり、魔物が出たりする

んでしょう？ それをまだ全然かかないうちに。 

 

（諸星） でも、それまでにけっこう妖怪は出してるんですよね。金角、銀角とかいろいろ。『西

遊記』というのは西域へ旅する話ですけど、結局、中身はほとんど中国の話なんですよね。 

 

（呉） そうですね。 

 

（諸星） 中国をほとんど一歩も出てないような話なので、逆にそれを歴史どおりにかこうとす

ると、西域へ行くと逆に『西遊記』ではなくなるような気がするんですよ。中国にいるときのほ

うが『西遊記』的な世界だろうなと考えて、第２話で金角、銀角が出る、材料をみんな出しちゃ

って。 

 

（呉） その手の金角、銀角とか紅孩児その他が、あまり妖怪っぽくなくて、生の人間らしい。

つまり、私の理解では、この「西遊妖猿伝」というのは、生身の人間の世界と妖怪の世界を両方

並行にパラレルに描いているところが非常に面白いと思うのですが、諸星さんに言わせますと、

何かのインタビューでお答えになっていたと思うのですが、主人公の孫悟空があちらこちらで、

日本風にいえばチャンバラですね、チャンバラをするアクションシーンがいっぱいあるのですが、

そういうのをかいてみたかったとおっしゃるとおり、孫悟空がこういう紅顔の美少年なのですが、

こういうのが如意棒を片手に敵をけ散らす。同時に、これはちょうど唐、宗、元。唐ですね。唐

の時代ですね。 

 

（諸星） ええ。そうです。唐です。 

 

（呉） 唐が勃興してきて権力を握るところですね。そういう生の当時の政治が横にあって、そ

れと幻想空間、神話世界が並行関係であるというところなのですが、やはりそういう生のアクシ

ョンものみたいなのを描きたいというのは、インタビューどおり、そういうのはやはりあったの

ですか、お気持ちの中で？ 

 

（諸星） これはもう、最初から活劇をやりたいというのが第一ですかね。それにあと、『西遊記』

的世界。 

 

（呉） これは乱闘シーンですね。 
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（諸星） 主人公を猿でなく人間でやりたいというのがイメージだったんです。 

 

（呉） そうですね。これはやはり意表を突いていますね。『西遊記』、孫悟空の話もいろいろな

人が、先ほど言いましたようにマンガ化しているのですが、あまりいじりようがないのですね。

でも、これは普通だと猿の主人公だから一種のおとぎ話、子供が喜ぶというんですけども、猿で

ないとしてしまうというのは、これはすごいアイデアですが、もちろんその裏には、猿の神のよ

うなものがついているという話が出てまいります。 

 それで、この『西遊記』の原典、つまり猿のこういう話に関しては、当然ながらいろいろな学

者が研究されています。石田英一郎の『河童駒引考』という有名な本があります。石田英一郎と

いう人類学者は今から 30 年ぐらい前に亡くなりましたけど、河童が駒、馬を引きずり込むという

話があります。この河童というのは実は、日本版の『西遊記』では沙悟浄というふうになってい

ますけれども、もちろん河童というのは日本独特の妖怪ですからシナにはいません。それで、日

本においては河童というような妖怪がどこから出てきたかというようなことを石田英一郎が研究

しているわけですね。河童と馬。そして同時に、河童というのは猿から変わったなどという話が

あります。河童というのは、もう一つは、手が右から左につながっているというのがあります。 

 諸星さんの「西遊妖猿伝」の中に通臂公（つうひこう）というのが出てきます。手がひゅるひ

ゅると伸びてしまう、こういう奇妙な、これは水木しげるさんのマンガでいいますと、ねずみ男

みたいに善玉になったり悪玉になったり、すぐひっくり返る非常に面白いキャラクターです。通

臂公というのが出てまいりまして、通臂、臂というのは腕ですね。腕が通っているので通臂公と

いう名前なのですが、こういう人物といいますか、キャラクターが出てまいります。 

 河童、それから河童がなぜ通臂になっているかというのは、石田英一郎や柳田国男の説により

ますと、これは元はかかしであったからである、かかしが妖化したものであると言われているの

ですが、この通臂公というキャラクターは、諸星さんに言わせますと『山海経』か何かからお取

りになったというお話なのですが、その辺どうでしょうか。 

 

（諸星） 『山海経』ではなかったような気がする。中国でその当時、明代以降の小説で『平妖

伝』という小説があるんですが。 

 

（呉） 『平妖伝』ね。 

 

（諸星） それに通臂仙という猿の仙人が出てきて、直接はそれがモデルですが。 

 

（呉） 『平妖伝』にこういうのが出てきて、では、石田英一郎とか河童駒引きとか、あれとは

あまり関係ないのですね。 

 

（諸星） そうですね。通臂公自身は関係ないと思うのですが、河童の手が抜けるとか、そうい

う共通するのだというと、中国の猿みたいな、無支奇（むしき）という妖怪。何ていったか、あ

れは。 
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 これは一つ目に描いてありますけど、本来でかい猿らしい、一つ目とは書いてないんですけれ

ども。一つ目というのは何か別の本で、たしか、貝塚茂樹によると、「ち」、という猿がいるのだ

そうですね。この字はすごくややこしい字ですが、この字を解読して、これは一つ目の猿か何か

が逆さづりにされている形だとか、そんなことをたしか読んだのです。それと無支奇とを一緒に

してこんな妖怪になったということですが、通臂公は『平妖伝』から取っている。 

 

（呉） あの通臂公というキャラクターは、造形は『平妖伝』からにしても、善玉になったり悪

玉になったり、あっちへ行ったりこっちへ行ったりという感じで非常に面白いですよね。最初か

らやはりそういうようなキャラクターをそこに設定したいというおつもりでしたか。 

 

（諸星） というか、これに関しては、けっこうキャラクターは最初からあまり決めてないので

す。とりあえず出しちゃうという。けっこう絵のイメージといいますか、造形が先なことが多い

のですね。だから通臂公もとりあえず出て、戦って、そのあと動かしてとか、ああいう形を。 

 

（呉） さっき言いました、水木しげるさんのねずみ男みたいな感じがしたのですが、そういう

のを意識されたというようなことはないですか。 

 

（諸星） そこは意識してなかったですね。 

 

（呉） これは善玉とも悪玉とも分からないし、あっちの世界に行ったりこっちの世界に行った

りするのでしょうか。 

 

（諸星） そうですね。身軽に動きやすいから。 

 

（呉） トリックスターがそうですね。 

 

（諸星） そんな感じで。ある意味、こういうキャラクターはストーリーを作るのに重宝なんで

すよね。 

 

（呉） 重宝といいますと？ 

 

（諸星） 要するに、主人公の助けになるような、そういう何かしら必要な役をするし、足を引

っ張るような悪役が必要なときはそっちになる。どうにでも使えるというような。 

 

（呉） なるほどね。策略的に非常に便利といいますか、重宝なキャラクターなんですね。 

 

（諸星） そういう性格がありますね。 
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（呉） そういうわけで諸星さんの中の大変な長編で、手塚賞を、この作品のみではないのです

が、この作品を中心にして取られたわけです。諸星さんの中には、その中でも先ほどちょっと言

っていました唐代、宋代の伝記集から取られた短編集も幾つかあります。これはちょっとユーモ

ラスでなかなか面白いのですが、その前に、その原型といいますか、シナのそういう神秘的な話

ということになりますと、これはやはり「孔子暗黒伝」という作品があります。「孔子暗黒伝」は、

その前身で「暗黒神話」というのがあります。これは単行本、各１巻でしたっけ。各１巻ですね。 

 

（諸星） １巻ですね。 

 

（呉） これもたしか「ジャンプ」ですよね。 

 

（諸星） これは「少年ジャンプ」です。 

 

（呉） こんなの「少年ジャンプ」でだれが・・・。だれが読んで、だれが分かるのですかね。

苦情は来ませんでしたか（笑）。こういう表紙でかかれているんですよね。 

 

（諸星） 実は「孔子暗黒伝」は、「少年ジャンプ」ではやりすぎだったかもしれない。 

 

（呉） まだ「暗黒神話」のほうが、幾らか低年齢層でも分かりやすいという感じはありますね。 

 

（諸星） そうですね。 

 

（呉） あれは、間はどれぐらい開いてましたか。１年も開いてなかったですか。 

 

（諸星） そうですね。あれは「暗黒神話」が終わって１年ぐらい準備して始めたという感じで

すから、１年から１年半ぐらい・・・。 

 

（呉） 「暗黒神話」は日本の古代の神話世界をもとにして取った。これもなかなか面白かった

のですが、やはり私は、すごく面白いなと思ったのは、これに続く「孔子暗黒伝」ですね。これ

はたまたま私が『論語』なんかを愛読していたからということで興味があるのですが、ついこの

秋に亡くなりました京都の白川静先生ですね。当時立命館大学の名誉教授になっていらっしゃっ

たかな。あのかたが書いた『孔子伝』という、今、中公文庫に入っていると思いますが、これが、

1972 年ごろの作品でしたけれども、各方面に大変に衝撃を与えました。 

 それは、儒教というのはそれまで、「子は怪力乱神を語らず」、怪しいことは孔子先生は語られ

なかったというのが『論語』の中に書いてあるように、知識人たるものは、そういう不気味なこ

とや怪しいもの、不合理なもの、非合理なものは語らないのだというのがシナにおける知識人の

伝統だったわけです。 

 それで、儒教というのは日本の中では何か精神主義、迷信のように思われているのですが、そ
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うではなくて、極めて合理的なものである。ところが、その周辺・底辺は宗教的な要素が非常に

強いのだということを、特に白川先生がフランスのシノロジストの研究などを援用されまして、

同時に自分の研究、特に甲骨文の研究などからそういうことを出しておられました。 

 孔子のバイオグラフィの中にも、言葉でははっきり分からないのだけど、実はその裏には宗教

的、呪術的なものがあるのだ、巫祝的な世界があるのだということを、白川先生は言っていたわ

けです。 

 それで、日本人の多くの知識人にとって、儒教や孔子についての理解が随分変わりました。私

もそれに大きな影響を与えられているのです。白川先生はつい数か月前に、96 歳ですか、非常に

高齢で亡くなりました。地元の京都のかたには大変親しい存在だと思います。 

 この白川先生のやはり『孔子伝』というのは、「孔子暗黒伝」なんかにだいぶ影響を与えてます

か。 

 

（諸星） まずあれを読んだものですから、直接かなり影響はあると思いますが。 

 

（呉） ただし、当たり前のことですけど、そのままやっているわけでは全然ないですね。私が

今から 10 年ちょっと前に白川先生にインタビューにお伺いしまして、もう当時 87 歳でいらっし

ゃったのですが、『回思九十年』という本の中にそのインタビューが載っています。 

 メインは白川先生の学問についてお話をお聞きしたのですが、一服しまして、お茶を飲みなが

ら「白川先生のご著作はいろいろな方面に影響を与えておりまして、マンガ家の諸星大二郎とい

う人が、『孔子暗黒伝』という」「知らんがな、そんなの」と。当たり前ですけれども。知ってる

ほうがおかしいわけで。「先生、やはりマンガなんかお読みになりませんか」「そんなの読みまへ

んがな」。それは当たり前ですけれども。「いや、そうはおっしゃいますけれども、私はこういう

マンガの研究をしておりまして、中で、日本で５人挙げれば入る天才の諸星大二郎という人にも、

白川先生の作品の影響は明らかにあります」と言ったら、「ああ、そうですか」なんておっしゃっ

ていましたけれどもね。 

 やはりそれを諸星さんなりに、つまり白川世界の、白川静の世界ではなくて、諸星大二郎の世

界にしているところがすごいですね。竜なんていうのが出てまいりますけれども、この竜が、実

は恐竜が生きていたという形で地下牢の中につながれているというところなんかは非常に面白い

ですね。 

 

（諸星） それは白川先生とは関係ないですが（笑）。 

 

（呉） それから、開明獣（かいめいじゅう）なんていうのも出てきますね。 

 

（諸星） 多くかくのは大変なので、一つだけ。 

 

（呉） 私は、これはベタを塗るときに開明墨汁があるので、そこで思いついたのかと思ったけ

ど、そういうわけではない。 

123



  【別紙 3-1】／非公開 

 
 

 

（諸星） いや、実際に・・・。 

 

（呉） 『山海経』ですか、これは。 

 

（諸星） そうです。 

 

（呉） 私はちょっと気づかなかった。『山海経』はありましたっけ。これですね。これは「さん

かいきょう」ではなくて「せんがいきょう」と呉音で読みます。漢音で読めば「さんかいけい」

になりますね。この手のものは呉音で読みますから「せんがいきょう」ですね。これも平凡社で

『中国古典文学大系』とか、東洋文庫にも入っていますけれども、中に図版が入っていますね。 

 開明獣は出てこないかな。 

 

（事務局） 開明獣はちょっと。 

 

（呉） それから、胸に穴が開いていて、二人の男が天秤棒で担いでいるとか。あれも何か、諸

星さんのマンガに何か出てきましたね。 

 

（諸星） それは描いた覚えはないですよ。 

 

（呉） 描いてないですか。そうですか。私の記憶違いかもしれませんけれどもね。 

 

（諸星） でも、けっこうそんなものを描いているのもあります。 

 

（呉） 『山海経』から？ 

 

（諸星） 時々。 

 

（呉） あれは著作権ないからいいですが。あの手の資料なんていうのは、どうですかね。けっ

こうあさられます？ 買いあさられますか。 

 これですね。胸に穴が開いて担いでる。 

 

（諸星） これは『山海経』図録という絵が残っていますから、とても助かりますが。 

 

（呉） マンガ家としてはそうですね。助かりますね。 

 

（諸星） 図録自身は『山海経』には載ってないんでしょうけどね。中国ものをかいているとき

は、つい、こういうのがあると買ったりして、見ていて楽しいですね。 
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（呉） これは絵を見ているだけで、作家にとってはインスピレーションを刺激されるようなと

ころがありますね。 

 

（諸星） そうですね。 

 

（呉） ただ、「孔子暗黒伝」なんかの場合には、ただ単にこういう造形的な面白さではなくて、

全体の心理描写とかストーリー展開とか、主人公の少年がかっとうするところとか、そんなのが

ありますけれども、そういうのはどうなのですか。やはり自分で？ 

 

（諸星） どういうあれですかね。 

 

（呉） 体が、色が半々になるところが、何かあるでしょう。 

 

（諸星） これは本当にいろいろなものをごちゃごちゃ入れちゃったので。中国の孔子から始め

て、インドへ。 

 

（呉） そうですね。ブラフマンがどうのこうの出てきますね。 

 

（諸星） インドの神様（笑）。 

 

（呉） これは、主人公の少年が、向かって左側が黒くて、右側が白くなってますね。 

 

（諸星） あれ、ハリ・ハラという神様は実際にああいうふうに二つに分けられているのですが。

そういう像があるのですが。ヴィシュヌとシヴァを合成した神様で、そういう神様です。宗教的

な意味があると思うんですけども、直接そのまま描いというような。 

 

（呉） これはインドのほうにも、インドとシナと、日本は直接関係ないのですが、ただし「暗

黒神話」とのつながりと考えれば日本もつながってきているのは、アジア全体をこういう形で通

底するように描かれるというのは大変に、今までなかった試みとして非常に面白いと思っており

ました。 

 ただし、これは「少年ジャンプ」に載ったという意味では、連載中から我々の間では、こんな

ものは一体だれが読むのだろう、この荒唐むけいな展開が子供に分かるのだろうか、大人にも分

からないだろうと話しておりましたが、大変面白かったので、私の愛読している作品の一つです。 

 あとは、いろいろお伺いしたいこともあるのですが、ちょっと休憩を入れますか。 

 

（諸星） ああ、そうですね。このまま終わってもいいですけどね（笑）。 
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（呉） せっかくお越しいただいて、このまま帰すわけにはいかない。 

 では、これから５分ほど休憩を挟みまして、そのあと２分、ちょっと趣を変えまして、２部の

ほうではマンガ作家としてのお話などをお伺いしたいと思います。25 分から開催いたします。 

 お待たせしました。後半部分は、諸星さんにマンガ家としてのお話を聞いて、そのあと質疑応

答に移りたいと思います。質疑応答その他は、私は１部のほうには出ておりませんでしたけれど

も、１部のことも含んで皆さんがたのご意見があれば、人類学会のほうのかたにもお話をしてい

ただきたいと思います。いずれにしましても、ここは３時までに場所を開けなければいけません

ので、２時 55 分にお話は終わりたいと思います。 

 よくいろいろなインタビューなどでもこんなお話をされると思うのですが、諸星さんは大抵、

仕事をなされるのは昼間ですか。普通夜型で夜３時ぐらいまでというかたがいらっしゃるみたい

ですが。 

 

（諸星） そういうのはないです。これはもうでたらめで、昼間仕事をするときもあれば、夜仕

事をするときもあると。それででき上がったら寝るという。 

 

（呉） けっこう気楽な感じですね。 

 

（諸星） まあ気楽かどうか。 

 

（呉） 諸星さんは今、住んでいらっしゃるのは吉祥寺ですけど、実はひところ私とご近所で、

あまりお会いすることはなかったですけどね。池袋のあるマンションに住んでいまして、私はそ

こからちょっと離れた、グレードは二つぐらい下がったマンションに住んでいたのです。あると

き近くのすし屋に行きましたら、すし屋に色紙が飾ってありまして、それが先ほどお話しいたし

ました「西遊妖猿伝」の色紙だったのですね。私は驚きまして、「えっ、ここにあの諸星大二郎が

来るの？」と言ったら、「いや、夜遅くまで仕事をやってるときに、アシスタントの人のためにす

しの出前がよくあるので」と言っていましたけどもね。恐らくそのすし屋のおやじも客も、諸星

大二郎って知らないまま、マンガ家の色紙を飾っておけばいいだろうと思って飾ってある。こう

いう感じだったのですけれども。 

 そんなふうに、諸星さんのところにもアシスタントがいるというのもけっこう驚いたのですが、

諸星さんがマンガを手伝いに行くというのもありがた迷惑だと思うのだけれども、諸星さんのと

ころにアシスタントが来て、何を描いてるのだろうという気がするのですけれども、皆さんどん

な仕事ですか。簡単な仕事だけですか。 

 

（諸星） 僕は、絵はほとんど全部かくので。マンガのことを知らない人もいるのかもしれませ

んけど、要するにえんぴつの線を消す。 

 

（呉） あ、消しゴムか。では、アシスタントは消しゴムですか。楽なアシスタントですね。 
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（諸星） あとベタ塗りといって墨で黒いところを塗りつぶすとか、あとホワイトというのとか

で。 

 

（呉） はみ出したところを修正するやつですね。そんなものだけなんですか、アシスタントと

いうのは？ 

 

（諸星） そうですね。 

 

（呉） アシスタントの中でいちばん有名なのは、今「弁護士のくず」というので有名になって

きました井浦秀夫というのが諸星さんのところにちょっと行っていたみたいですけどね。 

 

（諸星） 僕はいつも臨時で頼むだけなので、ほとんど１回だけしか呼ばない人もけっこういた

りします。井浦さんは何回か頼んだかもしれないですね。やっぱり僕のところへ１回だけ来たこ

とがあると言われて、全然覚えてない人もいたりとかですね。 

 

（呉） 臨時にちょっと来るだけなので、顔はあまり覚えられないですよね。では、恒常的にア

シスタントがいるというのはあまりないのですね。 

 

（諸星） かりに決まった人に来てもらうことがあっても、月に１～２回ですが、締め切りのと

きだけ来てもらって１日入る。 

 

（呉） 先ほど聞いたように、諸星さんに特に先生というのがいらっしゃらないように、弟子と

いうのも特にいらっしゃらないのですか。 

 

（諸星） 昔から一人でこつこつとやり通して。 

 

（呉） 今、もうライバルというのはこの年で特にないと思うのですけど、何か今、お好きなマ

ンガとかありますか。作家でも、作品でも。 

 

（諸星） いや、僕はもともとマンガはあまり読まないので。 

 

（呉） マンガ家の中にけっこういますよね、そういうかたね。 

 

（諸星） あまりマニア的な読み方はしなかったのですが、最近けっこう読むようになりまして、

楳図かずおさんは最近はまってます。 

 

（呉） 何かそれ、あまり意外性がないですね。 
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（諸星） 有名なものでは、去年「漂流教室」とか、「わたしは真悟」とか、ちゃんと読んでない

ものですから、この際読んでみて。 

 

（呉） あのころ「漂流教室」だの「わたしは慎悟」だのというのは、諸星さんもマンガ家とし

てばりばり活躍されているころだから、本なんかでもどんどん出版社が送ってくるでしょう。 

 

（諸星） いや、雑誌はくれるときもあるけど、仕事してないともうくれないし。 

 

（呉） ああ、そうですか。 

 

（諸星） 単行本はあんまり、つきあいでもないとくれませんね。 

 

（呉） 全然前は読んでなかった。 

 

（諸星） そうですね。たまに雑誌とかでお読みすることはあったんですけどね。 

 

（呉） そのほかには、特に注目したり、愛読しているのは？ 

 

（諸星） 最近というわけでもないですけど、伊藤潤二さんみたいなのは初めのころから大好き

ですね。それから高橋葉介さんとかね。 

 

（呉） 二人とも意外性全然ないですね（笑）。諸星さんの場合、意外な、みつはしちかことか、

そういうふうに言ってほしかった。 

 

（諸星） 何かいろいろなこと言わないといけないんでしょうけど。 

 

（呉） 期待されて無理におっしゃってもらっても困るけど、割と想定内の人ばかり出てきた。 

 これは今、高橋葉介さんですね。このかたも、なかなか小味の利いたのでファンが多いので、

諸星さんと読者層として重なっていてもおかしくないです。 

 これは「マンガ少年」ですね。「マンガ少年」は二つありまして、これは朝日ソノラマ版ですね。

70 年代から 80 年代の頭にかけて出たほうですね。 

 これは結局、諸星さんのほうへ送ってきていたでしょう。連載していました。 

 

（諸星） そうですね。「マンガ少年」は見ていたと思いますね。 

 

第１節 質疑応答 

 

（呉） そんな諸星さんのマンガ家生活ですけれども、実はお話をお伺いしたいのは幾らでもあ
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るのですが、先ほど言ったように時間がもう限られていますので、とりあえずこの辺で打ち切り

まして、諸星さんに対するご意見、質問、今までのお話についてちょっと伺いたいと思います。 

 それから、前半部分の人類学会のほうでのお話についてのご意見もあれば、これは私のほうで

はお答えできませんけれども、ご意見があればどなたかがお答えになると思います。最初にお話

しされた都留さんなどについてのご意見であれば、都留さんにというふうに言っていただければ

出ていただきます。 

 めんどうくさい質問で諸星さんが嫌そうな顔をしたら、私が直ちに打ち切りますので（笑）。は

い、どなたでもどうぞ。どっちでもいいですよ。暗いので分からないので、どなたか。 

 

（Ｑ１） 先ほど『西遊記』のお話が挙がっていたのですが、最近ちょっとネットで拾ったニュ

ースによりますと、ドラマ版の『西遊記』が、三蔵法師を女性がやっていたということで、中国

本来の古典を汚すものだということで、もうロケを断ろうと、そういったようなお話が出ている

ということなのですが、かなり日本の作品の中では『西遊記』をいろいろなことで変えて書かれ

ている、諸星さんをはじめ、そういうかたがいらっしゃるのですけれども、それに対するお考え

と、それと先生、ほかにいろいろ民話とかそういった古いお話をもとにかかれていたりするので

すけど、そういったことで想像で描かれているところで、現実信じておられるかたとちょっと相

違点が出てきたりするのですけど、そのあたりで何か配慮を示してかかれているところというの

はございますでしょうか。 

 

（諸星） 『西遊記』に関してですが、中国のそういう動きというのは全く政治的なことが強い

のだと思うんですよね。ただ、『西遊記』というのはもともと呉承恩という人が作者となっていま

すけれども、もちろん呉承恩が一人で書いたわけじゃなくて、古い時代からいろいろな人間が、

雰囲気では元代から舞台で何か行われていたものだという話なのですが。 

 

（呉） 講談みたいなものですよね。諸星さんの中にも出てきますね。ご自分を戯画化して、そ

こで講釈をやってるおじさんが出てきますけどもね。 

 

（諸星） そうですね。元代の芝居、京劇みたいなものを、宗代になって講談、講釈師が語ると

いうのをやっていたと思うのですが、多分その段階で大勢の人たちが、講釈師や芝居の作者とか

がいろいろな話を作って、それを呉承恩がまとめたのだと思うのですね。 

 だから、『西遊記』というのは、ある意味で、さらに中国から日本へ、朝鮮もそうですね、朝鮮

や日本へ渡って、さらにアメリカのハリウッドにまで行っている、どんどん広がっていく話だと

思うんですよ。だから、その段階でどんどんまた新しい作者が新しい話をつけてもいいんじゃな

いかと思うわけですね。僕としてもそのつもりで、『西遊記』をああいうふうにアレンジして新し

い形にしていってもいいと、僕は思っているわけですね。 

 でも、呉承恩が集めた大勢の無名の講談作家の一人であるようなつもりでいるのですが、まだ

まだ『西遊記』はこれからもいろいろな形で続いていくと思います。 
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（呉） 『西遊記』の中で、実在の人物というのは唯一、三蔵法師だけなのですね。『大唐西域記』

というのが、本当に書いたのかどうか分からないけれどもありますね。この三蔵法師というのは、

自分一人でお経を取りにいかなければいけないという決意をする。そして、さまざまな砂漠だと

か山を越えながらインドまで行って、何万巻だかの経を取ってきて、牛だか馬だかにそれを乗せ

てシナまで帰ってくるわけですから、それだけ考えても、実はものすごく頑健な、少なくとも意

志においては、肉体的にはともかく、非常に強い意志を持った人でなければそんなことはできな

いのです。 

 ところが、シナのほうで現在批判が出ている、この批判自体は私はほとんど当たってないと思

うのだけれども、出ているように、日本で描かれているマンガは、多くは三蔵法師が女もしくは

女のようななよなよした人物になっています。テレビドラマなどの場合には、かつて夏目雅子が

やったように女がやっているわけですけれども、この原因はどこにあるかと思ったら、これは元

の原本にあるのです。 

 今、諸星さんもおっしゃいました呉承恩版の『西遊記』を読んでみますと、どういうわけだか、

この三蔵法師というのは優柔不断ななよなよした人物で、孫悟空が「お師匠さん、そういうこと

をしちゃだめだよ」と言っても、猪八戒か何かが「お師匠さん、こっちに来なさい」と言うとそ

ちらのほうになびいて行ってしまうような、意志薄弱な人物になっているのです。 

 しかも、子供版のものではなくて、原本をお読みになれば分かりますけれども、三蔵法師が妊

娠するというシーンがあるのです。それは、何か魔物の変な泉がありまして、この泉の水を飲む

と男でも妊娠してしまう。それで、先ほど言いましたように、「魔物がいるからこんなもの飲んじ

ゃいけないんだよ、お師匠さん」と悟空が言うのですけれども、猪八戒と一緒に、「これはおいし

そうな泉の水だから飲んだほうがいいよ」と言うと、三蔵法師はそれを飲んでみるみるお腹が膨

れて妊娠してしまう。それで堕胎薬を用いて堕胎するというシーンが原本にはあるのです。それ

から見ても、どうも呉承恩の作った、つまり伝承の中にある三蔵法師というのは、女もしくは女

的な造形になっているわけです。それが日本に来てその部分が拡張されて、なぜか、『西遊記』の

中においては三蔵法師は女、もしくは女っぽい存在というふうになっているのですね。 

 これはどういう意味を持っているかというのは、これはもう神話論的に皆さんがた専門家にご

研究いただきたいと思います。ただ、原本の呉承恩版の『西遊記』を読むと、そういうシーンも

出てくる。そうであれば、必然的に、それが女がやる役になってもおかしくはないと思うのです。

別の言い方をすれば、それを批判しているシナ人も、ひょっとしたら原典を読んでないのではな

いかと私は思っております。 

 はい、ほかに何かありますでしょうか。 

 

（Ｑ２） 失礼いたします。こういった機会で諸星先生のお姿を拝見させていただくことを、今

日この会場にいるだれもが本当に幸せなことだなと思います。 

 三つ、お答えは短めでけっこうです。質問させていただきたいことがございます。 

 まず一つめに、本当に基本的なことで恐縮ですが、先生のお名前の読み方を、昔から、濁点が

あるのか、ないのか。最近出ていますマンガ家年鑑を拝見いたしますと「もろほし」となってい

ます。いっとき、最初のころは点々がついていたのですけれども、これは先生自身が何かでご否
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定なさっていたのを読んだような気もするのですが、これが、どちらが正解なのだろうというの

を、今ここで長年のなぞを解きたいというのが、これがまず一つめです。 

 二つめ。先ほどのお話に、「西遊妖猿伝」で、とりあえず中国の話でみたいな、ちょっと微妙な

ニュアンスのお話があったのですが、恐らくファンの多くのは、この続きはいつなのだろうかと。

併せて「海神記（かいしんき、かいじんき）」、ちょっと読み方が間違っているかもしれませんけ

れども、これも未完のままでございます。両作品、大作になると思いますが、いつ続きが出るの

かなというお話が二つめ。 

 最後に、「奇談」。「生命の木」が昨年映画化もして、ＤＶＤも発売されまして、そこに恥ずかし

げにインタビューにお答えになる先生の姿などを我々は拝見しているわけですけれども、先生ご

自身が、「僕の作品は監督さんが好きなようにやっていただくのが楽しいんですよ」ということを、

かつて沢田研二さんが映画でやられたときのパンフレットにも同じようなことが書いてあったと

記憶しております。そういうのを置いといて、先生ご自身が、「どうせやっていただけるのだった

ら、僕はあれやってくれないかな」なんていう作品がもしあれば、教えていただきたいなと。 

 以上三つ。お名前と、大作の続きと、映像化をもしご自身で望まれるとしたらということでお

伺いさせていただきたいのですが、よろしゅうございますか。 

 

（呉） ありがとうございます。最初のがいちばん分かりやすい。「もろぼし」と私は呼んできた

のですが、「もろほし」か「もろぼし」か、どっちか。 

 

（諸星） 「もろほし」です。 

 

（呉） これは先ほど言いましたように、これも私がずっと慣用的に言うのですが、「やなぎだく

にお」と言ってますけれども、本当は「やなぎたくにお」です。これと同じですね。「やなぎだく

にお」ではなくて、「やなぎたくにお」。同じように「もろぼしだいじろう」ではなくて、「もろほ

しだいじろう」だそうです。ただ、はずみで言ってしまうことがあるのですけど、この点、この

ぐらいはオーケーですか。 

 

（諸星） もうめんどうくさいので（笑）。「もろほし」といちいち・・・。 

 

（呉） たしかウルトラマンか何かで、「モロボシ・ダン」というのがいましたね。あれに引きず

られているところがある。 

 名前だけはこれ以上せんさくしてもしかたがありませんので、二つめどうでしょうかね。「妖猿

伝」の続き、それから「海人記」の続き。 

 

（諸星） ちょっとそれを言われるとつらいんですが、「妖猿伝」は、やっぱりもうちょっとやり

たいなとは思っているので、どこかいい場所があればとは思っていますね。ただ、構想とかいろ

いろ。暇なときにいろいろやろうと思いつつ、なかなかそのままになっているところがあるので

すが、もしできるとなればここ数年にでもやらないと、できなくなっちゃうかなという気もしま
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すので。 

 

（呉） 私としても、ぜひ続編をかいて完結させていただきたいと思いますね。それから、「生命

の木」のＤＶＤがあったのですが、ほかに何か映像化されたいというか。 

 

（諸星） 原作者はそういうことを言うものじゃないと思っているものですから。それは映画会

社のほうでしてくれれば、はっきり言って何でもいいかな。 

 

（呉） さっきの「カオカオ様」なんて面白いと思うんですけど（笑）。 

 

（諸星） いや、実写でやってほしい（笑）。 

 

（呉） というふうに、諸星さんはシャイで人前で話すのが下手だとおっしゃる割には、実はけ

っこうユーモラスなかたですね。 

 余談になりますけど、作品の中で私がけっこう好きなのがあるのですが、けっこうジョークっ

ぽい作品をお描きになって、そういうときは絵もちょっと感じが違うんですけどね。コナン・ド

イルの『ロストワールド』みたいなああいう話で、どこかに、原始人たちが生きているところに

博士と助手みたいなのが探検に行くのがあるのです。そうしますと、そこでピテカントロプスみ

たいな猿人がぱーっと走っていくのですね。「博士、あれは何猿人でしょう」と言うと、「あれは

速いからジーゼル猿人じゃないか」と言っていると。そういうアホなギャグもちゃんとやるかた

なのですね。私は、その「ジーゼル猿人じゃないか」というのは大変好きなのですけれども。 

 さて、それは余談ですが、ほかにご意見、質問などはありますでしょうか。 

 

（Ｑ３） 先ほどは「もろほし」と「もろぼし」のお話ありがとうございます。僕は「ＹＯＵ」

という雑誌でプロフィールを書いているのですが、毎回どちらが正しいのか迷っていたところな

のでありがとうございます。 

 先ほどの呉さんの余談の部分なのですが、諸星先生はだいぶギャグマンガのほうもかかれてい

ると思うのですが、今出ている「ど次元」とかもそうですし、あと「栞と紙魚子」シリーズも、

割と現実の世界と異界の部分とを併せ持ったギャグを作られていると思うのですが、「カオカオ様」

みたいなシリアスな作品とギャグの部分とどのような区別をされているのかなと思って。「カオカ

オ様」も一つずれるとギャグになるところが、そこは完全に違っていると思うのですが、どのよ

うな管理をされているのかを、もしお答えいただけるようでしたら。 

 

（呉） いかがでしょうか。これはここのところずっとやっていらっしゃるシリーズで、「ネムキ」

で連載しているやつですね。 

 

（諸星） そうですね。そういう区別とかは、そのほかの「怒々山博士」みたいな、あそこまで

やるようになったら確かにギャグでやりますけどね。ただ、「栞と紙魚子」シリーズというものを
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いちばん最初にかいたやつは、「生首事件」ですが、女の子が生首を拾っちゃうという話ですけど、

最初はこれもシリアスなホラーにするつもりで考えたんですけど、いろいろ考えてもなかなかう

まくまとまらないので、結局、生首を水槽に入れて飼うという話にしました（笑）。やっぱりホラ

ーにはならないような。２作めからはギャグ路線で・・・。２作めぐらいまでは一応、ホラーも

それで通るんですけどね。。 

 

（呉） ＳＦ作家、怪奇作家で、活字のほうにしろマンガのほうにしろ、両方やる人がいますね。

どこかつながっているのか、分からないですね。常識を壊していく。先ほどから出ています楳図

かずおさんなんかも、「まことちゃん」というギャグの歴史を変えるような作品をおかきになって

いますね。それから、活字のほうでもブラックユーモア系の作品とシリアスなＳＦを書かれる人

がいますので、何か精神構造でつながるところがあるのかもしれません。 

 はい、ほかに。どうぞご質問を。 

 

（Ｑ４） 今日はどうもありがとうございます。感激しております。例えば「暗黒神話」のこと

で、初めのほうとワイド版のコミックスのほうは、多少なりともかき直しとかかき足しとかをさ

れていると思うのですけれども、ご自身の作品の中で、そういったかき足し、かき直しというの

はどのぐらいの比率なのかと。購読するほうとしては、一体何冊買わなきゃならないのかと思い

ますので、その辺のところを言っていただきたいなと思います。よろしくお願いします。 

 

（呉） なるべくたくさん買っていただいたほうが、諸星さんとしてはいいと思うのですが。 

 

（諸星） 大体、単行本にするときかなり手を入れるので。雑誌のときはけっこう粗っぽい絵の

ときもあるのです。一応、こうしたのはまた後でかき直すというのも確かにあるのです。「西遊妖

猿伝」のときはかなりやったのですが、あれは途中から自分でもだれているなと思ったからやっ

たので、あまり古いのはさすがに手の入れようがなくなっているので。 

 

（呉） 現実的なことをお伺いしますけれども、マンガ家がかき直していくには、あるコマの中

の例えば構図がちょっと変だなというのは、そこのページで１コマだけかき直せばいいと思うの

ですが、例えば、主人公を登場させたけど、この主人公はだめだったなとか、もう一人主人公が

いたほうがといっても、活字の場合だったら割と入れやすいと思うのですが、マンガの場合それ

はやりにくいでしょう。 

 

（諸星） 主人公を替えるのは難しいでしょうからね。 

 

（呉） どういうふうにかき直すんですか。やはりコマを切り張りしたり、そういうことをやる

ことなのですか。 

 

（諸星） 単純に言えば、雑誌連載のときは、雑誌のページの関係で、そのまま本にすると１枚
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白いところが入っちゃったりするわけですよね。そういうところをちょっとかき足したり、ある

いは削って。 

 

（呉） それを普通の読者のかたに申し上げますと、例えば、片起こしか、見開き起こしかとい

うのがありますね。雑誌のときはそれでいいのだけれども、単行本にするときに、収録するとき

に、片起こしを見開き起こしにしたり、あるいは逆にしたりすると、どうしても第何章、第何章

ごとに１ページ開いちゃったりすることがありますね。そこのところにかき足すと。 

 

（諸星） そうですね。それはあります。 

 

（呉） 例えば、活字と違ってコマの形が決まってるから、あるコマだけ外して、もっと大きな

コマを入れるというわけにいかないでしょう。何ページかがばっとかき直すことはあるのですか。 

 

（諸星） たまにはありますが、かなり細かい割け方にして、足りないとかき足しとかやること

もありますけどね。最近はあんまりやってないです。 

 

（呉） あんまり古い作品でない限り時々手を入れていると。こんな感じですかね。 

 

（諸星） そうですね。 

 

（呉） そんなところだそうです。はい。ほかに、もうあとお一人ぐらいはお話を伺えると思う

のですが。 

 

（Ｑ５） 最後に、ものすごく直接的な質問で申し訳ないのですけれども、私、自分でかいてい

まして、自費出版して普通の本屋さんに並べてもらうということをしているのですけど、広い背

景が難しいのですね。何もなくて、ものすごく広い。それが、いろいろなかたを見た中で、諸星

先生のかかれる広い背景にいちばんがつんと広さが感じられるのですけど、先生にテクニックを

伺っても私はまねできないから聞いてもしょうがないのかなという気もしたのですけど、何かコ

ツというようなものがあったら。 

 すみません、もう一つ。「西遊妖猿伝」を見ていても、本当に辺境へ向かって旅していく、自分

が中国の辺境を歩いているような気分にさせられるのですけれども、現地取材とかなさったこと

があるのかどうか、それだけお伺いしたいです。 

 

（諸星） 後のほうからいくと、取材はほとんどしません。 

 

（呉） 資料なんかはごらんになるのですか。 

 

（諸星） 一応。 
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（呉） 図鑑みたいな写真集とか。 

 

（諸星） テレビではＮＨＫの「シルクロード」とかその辺のものはありますが、現地へ行くこ

とは、外国はないですね。 

 最初の広い・・・。 

 

（呉） ところを上手にかくにはどうしたらいいかという、コツでもないかというお話ですが。 

 

（諸星） 具体的に、どういうことを言っているのかよく分からないんですが。 

 

（Ｑ５） 「西遊妖猿伝」の背景とかで、例えば莫賀延蹟の何もないところをかいておられて、

本当にその広がりが、目もくらむような広がりが浮かんできたり、感じられるのですね。 

 

（諸星） それは例えば大砂漠みたいなところ。砂漠ははっきり言って、かくのは楽ですから（笑）。

地平線をかけばいいだけだから。人によっても全然すごく細かく描く人もいますし、それは好き

ずきですから。すごく丁寧に描きたい人はしつこくやればいいし、簡単に済ませたい人は本当に

線一本でいいと思うんですよね。 

 

（Ｑ５） 砂漠が楽だとおっしゃるのは、やっぱり先生の才能だと思います。ほかの者にとって

は、正直な話、あんな難しいものはないです。 

 

（呉） 諸星さんよりもっと簡単に描いて、諸星さんとは違った意味での天才の谷岡ヤスジなん

て一本しか線をかきません。時間もありませんので、ご自分でいろいろ工夫されて努力してくだ

さい。 

 では、55 分になりましたので、ここで総合司会のほうから一言お願いいたします。全体、１部、

２部を通してのまとめ、その他ということになると思うのですが。 

 

（吉村） 諸星さん、ありがとうございました（拍手）。 

 最初も申しましたように、めったにないというか、恐らく今後こういった形でお話を聞く機会

は、皆さんがたももうほとんどないと思いまして、皆さんがたが緊張感のある、聞き耳を立てて

いる会場の雰囲気にも非常に感動しましたし、先生がたのお話、非常に楽しく聞かせていただき

ました。 

 第１部のほうは世界のマンガということで、初めに言いましたけれども、日本でマンガになっ

ているものが非常に読まれているわけですけれども、それを相対化するような視点というような

ものが、東アジアそしてアフリカというフィールドで語られました。 

 それで、諸星さんの世界ということで作品を見ていただきまして、本日の講演の趣旨と最後に

併せて説明しますと、この京都国際マンガミュージアムには、京都精華大学が母体となっており
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ます国際マンガ研究センターというのがありまして、そこではマンガ研究だけではなくて、マン

ガ研究と何かを接続してその対話を行う中で、さまざまな知見を広げていこうという試みを連続

して行っていく予定です。 

 その第１回めとして、こういったマンガと人類学というテーマを催しましたけれども、以後も

そのようなさまざまな試みを行っていくと思いますので、その際のいろいろご希望、皆さんがた

がまたこんな話を聞きたいということや、今日のお話の感想とかありましたら、ぜひミュージア

ムのほうにお寄せいただければと思っております。 

 また、これは事務連絡になりますが、今日のお話しいただきました諸星さんのマンガを集めた

コーナーが、玄関入り口の受付カウンターの左側に設置してありますので、そちらにごらんいた

だければと思いますし、今日の第１部のお話などを踏まえて、世界のマンガ展をメインギャラリ

ーでやっております。あちらのほうを見られるとさらにいろいろなことが分かってくるのではな

いかと思います。 

 ということで、本日はこの講演会、こけら落としということでこの場を使わせていただきまし

たけれども、今後とも連続して皆さんがたに告知していきたいと思いますので、何とぞよろしく

お願いいたします。 

 では、今日の出演者の皆様がた、どうもありがとうございました（拍手）。 
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本報告書は、文化庁の委託業務として、森ビル株式会社が実施した平成２４年度「メディア芸術情報拠点・コ

ンソーシアム構築事業」の成果をとりまとめたものであり、第三者による著作物が含まれています。 
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